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事業概要



事業概要
平成29年度中小企業人材採用サポート事業（千葉県補助事業）は、千葉県商工会議所連合会

及び千葉県商工会連合会が共催し、県内の高校・大学・専修学校の教育機関と連携して、県内中小

企業に対する人材（新卒）採用をサポートするための様々な企画を実施した。県内中小企業と県内教

育機関との「相互交流事業」において、県内中小企業の採用力向上に係る新展開の支援を行うことで、

人材確保と学生等の就職・地元定着を図っていく事業である。

◆事業概要の広報用チラシ

当事業の開始直後に、県内

中小企業に配布。事業概要

を示すとともに、裏面には登録

用のフォームを設けた。それによ

り、事業開始当初から当事業

のサービスを希望する中小企

業のリスト（プロジェクト登録

企業）を収集した。



事業目的
県内中小企業が新卒を中心とした人材を採用すること（地元就職の促進）が目的であるが、それに向け

た３つの目的を持ち、当事業を展開した。

① 千葉県内の中小企業が、自社の魅力を、「伝えられる」ようにする。

② 千葉県内の中小企業の魅力を、生徒・学生が「発見できる」ようにする。

③ 「伝えられる魅力」を伝えることで、生徒・学生が「興味を示す」ようにする。

この事業の目的に、生徒・学生との直接のマッチングは組み込んでいない。なぜなら、中小企業への直接

マッチングのサービスは、既に他の公共機関でも行い、サービスが乱立し、競合してしまうためである。また当事

業では、県内中小企業の採用力を向上させ、継続的な採用成功を持続させるためには、県内中小企業に

採用成功への課題があるとして、上記の３つを目的とした。

特徴①

千葉県商工会議所連合会と千葉県商工会連合会の共

催のもと、千葉全県を対象に中小企業と教育機関をサポー

トし、相互の理解を深め、県内中小企業への就職を促進

する事業であること。

※商工会議所、商工会の会員、非会員とも対象で、且つ、

中小企業基本法に規定のある中小企業者が対象。

特徴②

「リクルーター養成ゼミ」の開講が最大の特徴で、このゼミを受

講する県内中小企業の採用担当者が、導き出された自社の

魅力を情報発信し、自社PRの発表を行い、企業実習の受

け入れを行う、という一連の流れになっている。

※単なる研修やセミナーの参加だけではなく、実践の場が伴

い、「魅力が伝わったかどうか」の検証が可能であること。



一般社団法人 千葉県商工会議所連合会内に、中小企業人材採用サポートグループを設置。

事業広報を促進するため、以下の協力体制を構築し、各事業の広報を実施した。

実施体制

総括責任者

総括事業推進者



実施内容全体図
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県内中小企業／プロジェクト登録企業
（いきいき元気、若者応援宣言、ユースエールの各認定企業等含む）
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対
象

自社の魅力
の再構築

若者（生徒・
学生）の理解

魅力の発信
内容の見直し

魅力発信方法
の再検討

自社・組織
の深い理解

マネジメント学習

プレゼン技法
学習

教育機関への
継続接触

魅力の発信
内容のPDCA

プレゼン経験

生徒・学生と接
触する仕掛け

採用熱意の
継続的発信

社内活性

実
施
施
策

実
施
施
策

実
施
施
策

採用力向上に
必要な要素

県内在住・出身
の生徒/学生

採用力向
上セミナー

上図にあるように、広報先としては、①プロジェクト登録企業全体 ②リクルーター養成ゼミ参加企業 ③県内在

住・出身の生徒/学生 に広報を行い、３つの目的に合わせた事業を立案し実施した。



リクルーター養成ゼミ



概要と特徴
リクルーター養成ゼミは、28年度に引き続き本事業の柱となるプログラムであり、県内中小企業の若手人材

の採用難に対し、採用活動を行う上での知識・技術・業務姿勢を、この養成ゼミで養成することを目的として

いる。県内中小企業が持つ本来の魅力をいかに「伝えられるように」することを最終的な目標とし、株式会社ト

リムタブの代表 岸守 明彦氏に、全体のプログラム立案と実施を依頼をした。

特徴としては、

１：自社の競争優位性を再認識することで、自分の仕事や会社に誇りをもって働けるようになること

２：自社の採用課題を分析し、改善に向けて健全なPDCAサイクルを回す手法を習得することで、主体

的に仕事に取り組む人材を育成すること

３：コミュニケーション技術やプレゼンテーション技術を習得することで、学生から「この人と一緒に働きたい」、

「この人のようになりたい」と思われるような、魅力的な人材に育成すること

会社規模や労働条件などで見劣りがする中小企業でも、リクルーターの“人の魅力”で、学生を引きつけること

ができるようなリクルーター人材を養成する

さらに、学んだだけにとどまらず、「facebook」や「企業の魅力発表会」を設置し、実践の場を設けた。これに

より、養成ゼミで学んだことの実践を行い、「魅力が伝わったかどうか」の検証を行った。



各地域から通いやすい場所として、千葉クラス、松戸クラスを２クラスを設置。会場は、千葉商工会議所（千葉ク

ラス）、松戸商工会議所（松戸クラス）の各会議室を使用し、グループワーク形式で実施した。

全6回の講座で、採用と人材育成(職場活性化)をセットで実施する講座。PBL(Project Based Learning/

課題解決型学習)とアクティブラーニングの考え方を導入し、毎回、事前課題（宿題）の実施も行い、講座内外

を問わず、知識習得よりも「行動変革（実践）」を重視した。それにより会社規模や労働条件などで見劣りがする

中小企業でも、 リクルーターの“人の魅力”で、学生を引きつけることができるような人材を育成する。
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Ｑ１．貴社の従業員数について教えてください

7%

38%

45%

10%

Ｑ２．貴社の創業・設立について教えてください

0%

3%

10%

86%

Ｑ２．貴社の事業内容について教えてください

製造業

建設業

FCにて学習塾スクールIEの運営

土木、建築作業所向け楊重荷役設備の設計、製作及びレンタル

小売業（農産物直売所）

司法書士業務（債務整理、相続、登記）＋不動産仲介

介護、人材派遣、コンサルティング

印刷業

建設業（通信・電気）、建物総合管理業

コンサルティング

不動産業

臨床検査事業

障害福祉サービス

住宅設備機器、管工機材卸売商社

輸出輸入貨物の取り扱い業務

製造業。精密切削加工

農産物の生産。加工。販売

一般貨物運送事業

LPガス。電力事業

廃棄物処理業

パチンコ店

警備請負業

非鉄金属粉末製造

駐車場及びマンションの管理。仲介

社会福祉事業

総合建設業

ステンレス・アルミ鋼材の切断販売

総合解体業

介護事業

各種ロール＆シャフトの製作及びメンテナンス

産業化学機器(粉砕機)の製造販売

注文住宅及びビルの企画・設計･施工・販売

不動産の企画・開発・分譲・仲介

増改築及びリフォーム

製鉄・製紙会社向け各種鍛鋼ロールの製作及びメンテナンス

１．３０人未満

２．３１人～９９人

３．１００人～４９９人

４．５００人以上

１．１年未満

２．１年以上５年未満

３．５年以上１０年未満

４．１０年以上

井戸、温泉掘削、地質汚染調査、地下水汚染浄化、地中熱利

用、給排水衛生設備、水道本管布設、リフォーム、空調設備

一般貨物運送事業　貨物運送取次事業　サードパーティロジス

ティクス（３PL)事業

一般器具機械製造業　土木・建築現場向け各種省力機械の設

計・製造・販売及びレンタル



参
加
企
業
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト

Ｑ７．貴社の採用課題について教えてください

採用の段階で、いかに良い人材を見極めるか

女性社員の採用が出来ていない

応募してくれる人の数を増やすこと

ちゃんとした採用活動を始めたい

新卒者が採用できていない（応募が無い）

平成30年度入社新卒の採用予定人数7名

求める人間に会えない（弊社の採用ハードル高い）

新卒をあと3～6人採用すること

知名度、エントリー数

若い方の採用

母集団形成ができていない。合説で会った学生のうち、採りたいと思った人材から見向きされない

新卒採用及び内定後のスケジュールについて

応募者が少ない

応募が少ない

自社の魅力を如何に伝えられるか

基本は新卒採用のため、学生へのアピール力の向上

内定辞退と早期の離職率が高い為、来年以降低くすること

採用の地域差が大きい。面接官のスキル不足。内定辞退者が多い

応募が少ない

求人をしても応募が少ない。→求人メディアを変えるにしても、何がいいのかわからない

アルバイトのイメージが強く、社員として働くというイメージができない

多くの学生さんと出会うこと。社内の意識共有

人材の質、量の不足。社員の高齢化

マンパワー不足と、採用計画が立てづらい環境。製造量の増加による人材募集がずっと続いています。

人事部が無い為、一部の社員が業務の合間に採用業務を行っている。業種の為か、男性の新入社員（新卒）と縁が無い

建築系学部学科卒の人材の獲得

本社が新潟、勤務地に関東もある為、採用方法で苦慮している

採用専属者がいない（人数不足）・男性のエントリー数が少ない

新卒で男性を採用したいが、業種故か絶望的。

説明会動員、内定

外部に向けた募集をかけたことがないこと。

新卒応募者の母数を増やす

ほしい部署にほしい人材を取りたい。内定辞退を防ぎたい。

多くの学生さんに説明会に参加していただくこと。会社全体での認識不足の改善。

訪問大学の選定及び学生の質の維持

公共交通手段が極端に少なく、通勤が不便で新卒者の応募が無い。



実施内容

千葉クラス、柏クラスの２クラスで実施。全6回を通した出席・欠席者数は、下記表のとおり。参加ク

ラスの振り替えにより、各回の出席率にバラつきはあるものの、全体での出席率は80％を超えている。

千葉クラス 松戸クラス

千葉クラス 参加者数　19名

第１回　7/6 第2回　8/3 第３回　9/4 第４回　10/12 第５回　11/6 第６回　1/17

出席予定者数 22 21 17 18 17 14

欠席者数 1 2 2 5 5 5

出席者数 21 19 15 13 12 9

出席予定社数 21 19 16 17 16 13

欠席社数 1 2 2 5 5 5

出席社数 20 17 14 12 11 8

松戸クラス 参加者数　17名

第１回　7/11 第2回　8/8 第３回　9/13 第４回　10/18 第５回　11/10 第６回　1/19

出席予定者数 17 14 18 16 17 20

欠席者数 4 3 2 2 5 3

出席者数 13 11 16 14 12 17

出席予定社数 15 14 17 15 16 19

欠席社数 3 3 2 2 4 3

出席社数 12 11 15 13 12 16

２クラス合計 参加者数　36名

第１回　 第2回　 第３回　 第４回　 第５回　 第６回　

出席予定者数 39 35 35 34 34 34

欠席者数 5 5 4 7 10 8

出席者数 34 30 31 27 24 26

出席予定社数 36 33 33 32 32 32

欠席社数 4 5 4 7 9 8

出席社数 32 28 29 25 23 24



アンケート結果

リクルーター養成ゼミの満足度としては、概ね高く、満足度（大変＋少し）は全6回の平均で、99％となっている。

第4回で、「どちらでもない」が2名いたが、いずれも復習不足や宿題ができなかったことによる理解不足が理由。各回と

もに総じて満足度の非常に高い結果となった。

このゼミでは、各回様々な要素をレクチャーしている。それらに対する理解度を見た場合、「大変理解できた」の度合

いが最も高い要素は、「PDCAサイクルのCheckの重要性」であった。これは多くの企業がすでに理解しており、実施し

ているところも多いと考えられる。一方で、理解度が最も低いのは、「マネジメントの変遷」と「ホワイトスペース」に関する

説明であった。昨年度も同様ではあったが、採用担当者の人的管理（マネジメント）の認識の低さを示している。採

用力向上には、人を採用するだけではなく、人的管理（マネジメント）が改めて求められる。

このゼミでは、各回で様々な事前課題を課していた。そのボリュームと、社内の複数の従業員も絡めないとできない課

題であったため、提出期限内に間に合わないケースも多々見られ、自己評価としても約3割の方が、「あまりできなかっ

た」「全くできなかった」と回答した。この事前課題は、通常の業務をこなしながら実施する必要があり、課題実施の困難

な担当者に対しては何らかのサポートが必要である。

満足度 第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回 平均

１．大変満足 88.2% 72.4% 74.2% 66.7% 56.5% 95.8% 75.6%

２．少し満足 11.8% 27.6% 25.8% 25.9% 43.5% 4.2% 23.1%

３．どちらでもない 0.0% 0.0% 0.0% 7.4% 0.0% 0.0% 1.2%

４．少し不満 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

５．大いに不満 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

理解度 第２回 第３回 第６回

このセミナーの

意義

メンバーとの距

離感の詰め方

個々の社員の

モチベーションリ

ソースを理解す

る重要性

「マネジメントの

返還」及び「ホ

ワイトスペース」

に関する説明

ＰＤＣＡサイ

クルのｃｈｅ

ｃｋの重要性

プレゼン（会社

ＰＲ）を実施

する際の注意

点

会社説明・選

考を通して動

機形成する重

要性

ヘルピング面接

に必要な

（「反射」「直

感」など）の解

説

「コンピテンシー

面接」の解説

第三者評価の

重要性と活用

方法

１．大変理解できた 64.7% 61.8% 67.6% 44.8% 87.5% 63.0% 58.3% 69.6% 40.9% 82.6% 64.1%

２．少し理解できた 29.4% 32.4% 20.6% 34.5% 9.4% 25.9% 25.0% 30.4% 50.0% 13.0% 27.1%

３．どちらでもない 0.0% 0.0% 11.8% 17.2% 3.1% 3.7% 12.5% 0.0% 4.5% 0.0% 5.3%

４．あまりわからなかった 5.9% 5.9% 0.0% 3.4% 0.0% 7.4% 4.2% 0.0% 4.5% 4.3% 3.6%

５．全くわからなかった 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

第１回 第４回 第５回

平均

第２回 第３回 第４回 第５回

「自社で活躍する人物タイ

プを設定する」

「現場スタッフとの対話を通

じて会社の魅力をまとめる」

「採用・育成の実態を調査

して、課題点を数値化する」

「自社をＰＲする５分間の

プレゼンを作成する」

１．十分実施できた 13.8% 10.0% 15.4% 13.6% 13.2%

２．少し実施できた 51.7% 53.3% 53.8% 31.8% 47.7%

３．どちらでもない 10.3% 0.0% 3.8% 13.6% 7.0%

４．あまりできなかった 13.8% 26.7% 11.5% 13.6% 16.4%

５．全くできなかった 10.3% 10.0% 15.4% 27.3% 15.8%

事前課題の実施 平均



アンケート結果
アンケートコメント※抜粋

ものすごくワクワクできるセミナーでした。ありがとうございました。

とても勉強になりました。ありがとうございました。

分かりやすかった。期待以上でした。

求人側、求職側の立場を改ためて考え直す必要を感じた

昨年よりも、積極的に話を切り出すことが出来ました。自分の成長も少し感じれたし複習にもなりました。

難かしい採用環境にあるが最善をつくそう。

構師の実際の現場での体験談が非常に参考になります。

新人研修でアウトプットできそうです。

普段社内で行っていないことが多く、大変勉強になりました。

毎回いろいろな事例を交えての話は、わかりやすく会社で使えるような感じのものが多く、とても参考になりま

す。

マネジメントについて、もっと詳しく聞きたかった。

理論的なレクチャー、これに関わる事例話ももっとたくさん聞きたい（ワークショップの時間の比重より）。参考

書籍の紹介もありがたかった。

易しい事業ピーアル。（福祉の仕事を特殊な仕事でなく、サービス業の一つとと伝えたい。）

改めて現状の見直しが出来ました。現在は、ノウハウを身につけさせて頂いたので、組織の中で、1人でも多く

の人へ採用やコストの現状を広め面接官との情報共有に努めております。

学習内容としては良く、他社と交流する内容になります。

毎回参加者の発表は新鮮で参考になることが多い。このセミナーで終わらず将来的にも情報交換できるよう

なことがあれば良いと思う（セミナー同窓会みたいな）

他者の情報やふり返りを実施してみて、あらためて、自社の採用課題が何かを再分析しなければならないと

考えた。採用のゴール地点はなんだろうとあらためて考えさせられる。

いつも勉強になります。ロジカルにきびしく向き合っていただいてるので、収かくが多いです。

面接のスキルについては、まだまだ学んでいかないことがたくさんあると感じた

毎回そうですが非常に勉強になります。ただ、それを自社に取り込んで行く事がすぐには出来ず。上司との意

識の差も多分にあって、もやもやします。取捨選択は上司にある為、仕方が無いのですが。もっとなんとかした

い！

セミナーを受講する中で、①会社から求められているものと自分がどのように仕事をしたいかが少しずれている

事。②自分が勤めている会社をあまり好きでない事がわかってきました。この先勤め続けていけるのか自分でよ

く考える良い機会を頂けました。

大変参考になりました。今後に生かしていきたいと思っております。

本当にありがとうございました。勉強になりました。今後の仕事に活かせるよう、これからも頑張っていきます。

何か悩むことがあった際は、またどうぞご教示下さいませ。

すぐに使えるコンテンツが多く、アウトプットしやすかったです。ぜひ今後も「1年後研修」や「2年後研修」など評

価していただける場があると良いなと思います。

上層部・幹部クラスの意識改革のセミナーやってほしい。

魅力発表会で学生の生の声が聞けて、嬉し涙がでてきました。これからも頑張ります。

面接のスキル等をもっと詳しく知りたかったです。

常に生の声を元にした研修で説得力も高く、今までの研修の中で1番ふに落ちる、勉強になった時間でした。

社員や上司をも巻き込んで、これからも採用に力を入れて会社に更献したいと思います。

5分間PRですが、千葉商科や和洋大に提案して学内で出来たらまた別の効果があっておもしろいのかもと思

いました。

業種別で同業だけのゼミがあれば業界全体でという意識改革につながると思う

自分を成長させてくれました。



成果と課題
実施課題を実際の業務に導入できるかについて、以下のような回答を得た。結果としては、全体平均として7割以上が

「導入可能」と回答した。一方で、「採用・育成の実態を調査して、課題点を数値化する」の課題に対しては、担当者に

よって差が大きく、「少し不安」や「おそらく不可能」が4割近くにのぼった。課題点を数値化することに対しては、難易度は

高いものの、それによる効果は各担当者とも深く理解されていたようだった。

第２回 第３回 第４回 第５回

「自社で活躍する人物タイ

プを設定する」

「現場スタッフとの対話を通

じて会社の魅力をまとめる」

「採用・育成の実態を調査

して、課題点を数値化する」

「自社をＰＲする５分間の

プレゼンを作成する」

１．十分可能 18.2% 35.7% 9.7% 20.8% 21.1%

２．おそらく可能 69.7% 42.9% 45.2% 54.2% 53.0%

３．どちらでもない 3.0% 7.1% 6.5% 0.0% 4.2%

４．少し不安 9.1% 14.3% 35.5% 25.0% 21.0%

５．おそらく不可能 0.0% 0.0% 3.2% 0.0% 0.8%

事前課題の導入の

可能性
平均

また、各回の要素の役立ち度についての回答は以下のとおりである。ゼミで行った様々なワークを、社内教育に取

り入れたことが役立ったという声も多く聞かれた。また、ゼミで学んでいく過程で、担当者の抱える課題や担当者自身

の問題点が露呈し、苦しんだケースがあったが、結果としてその課題を前向きに捉え、自身に向き合おうという姿勢に

変わったことも印象的であった。

グループでの振

り返りの共有で

の新しい気づき

や学び

「自社で活躍す

る人物タイプを

設定する」

グループでの振

り返りの共有で

の新しい気づき

や学び

「現場スタッフと

の対話を通じて

会社の魅力を

まとめる」

グループでの振

り返りの共有で

の新しい気づき

や学び

「採用・育成の

実態を調査し

て、課題点を数

値化する」

グループでの振

り返りの共有で

の新しい気づき

や学び

「自社をＰＲす

る５分間のプレ

ゼンを作成す

る」

１．大変役立つ 41.4% 58.6% 58.1% 66.7% 66.7% 76.9% 71.4% 76.2% 64.5%

２．少し役立つ 55.2% 34.5% 35.5% 23.3% 20.8% 11.5% 19.0% 14.3% 26.8%

３．どちらでもない 3.4% 6.9% 0.0% 6.7% 8.3% 7.7% 9.5% 9.5% 6.5%

４．あまり役立たない 0.0% 0.0% 6.5% 3.3% 4.2% 3.8% 0.0% 0.0% 2.2%

５．全く役立たない 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

役立ち度合い 平均

第２回 第３回 第４回 第５回

また、採用課題としてだけではなく、ともすれば社内改革をも必要とする中で、人事の一担当者だけでは限界もあ

り、経営層を含め相互理解が求められる。アンケートコメントでは、上層部や幹部クラスへのセミナーを求める声も多

かったが、今後の課題として捉えたいと考える。

同じ採用担当者としての悩みや課題を業種を超えて共有し、解決策の意見交換ができていることは、6回と長期

にわたるゼミを通しての大きな成果であった。今後の支援施策でも、こういった同職種交流会等の場は必要であろう。



≪参考≫広報チラシ



企業の魅力発表会



概要と特徴

「リクルーター養成ゼミ」の成果として、ゼミの中で学んだことを活かした自社メッセージを、県内学生に発表する「企業

の魅力発表会」を開催した。この発表会の最大の目的は、「非利用者アンケート」を収集できる点にある。求人企業

からのメッセージを聞いても、興味・関心が高まらず、応募に至らない生徒・学生たちの「正直な評価結果とその理由

は、企業へ就職することが目的である会社説明会で知りえることはできない。

この発表会の機会をとおして、なぜ自社のメッセージが学生の興味・関心を高めることができないのか要因を明確に

することで、メッセージを聞いた学生が県内中小企業への興味・関心を高め、就職につながってくれることを願いたい。

当プロジェクトの役割である採用力を向上させるという点においては、参加する中小企業が学んだメッセージの成果を

しっかりと受け取ることが、この発表会の最大の目的である。

まず県内大学の就職課やキャリアセンターに協力を依頼し、「企業の魅力発表会」について学生への広報・周知を

実施。またfacebook「チバQ」でも有料のイベント告知を行い、県内の生徒・学生に告知した。当日の発表の中では、

企業からは企業実習（ジョブシャドウィングもしくは自社インターンシップ）の有無を伝え、興味・関心が高まり、より知

りたい方は、ジョブシャドウィングもしくはインターンシップに参加することを促した。また、その後のリクルーター養成ゼミの

第6回で、学生からの発表を聞き、評価を入力したデータを個別に集計・分析を行い、発表した企業は分析報告書

として受け取る。この個別分析報告書により「非利用者アンケート」を含め、学生の率直な評価を取得することで、今

後のメッセージのあり方を、リクルーター本人の課題と合わせて発見し、改善する。

上記のようなフローを経ることで、当プロジェクトの目的である ①「伝えられる」ようにする。 ②「発見できる」ようにす

る。 ③「興味を示す」ようにする。の３つのステップを踏めることになる。

リクルーター養成ゼミ

第1回～第5回

企業の
魅力発表会

12月9,16日開催

リクルーター
養成ゼミ

第6回
ジョブシャド

ウィング

県内大学生広
報

県内大学
キャリアセンター

facebook
「チバQ」

インターン
シップ

発表時に企業実
習の有無を確認

企
業
側

学
生
側

全体フロー

1月 2月
分析報
告書

当プロジェクトで
マッチング作業



「企業の魅力発表会」当日の流れは以下のとおりである。

実施内容

１）審査の方法講座

集まった生徒・学生向けに、まずはリクルーター養成ゼミと同じ担当講師により、「安定した仕事に

就く方法」という事前セミナーを60分間実施。３C分析やモチベーションリソースについて等、リク

ルーター養成ゼミでの要素をレクチャー。この後の発表での評価の仕方をワークを交えて実施。

２）企業の魅力発表タイム

1社5分という短い時間で、作成したスライドで自社の魅力を発表した。企業側から5分の発表

後、学生の評価入力で5分と、1社あたり10分の時間を使い、発表会を実施した。途中、休

憩を交えながら実施し、2日間でのべ20社の発表を実施。

３）評価をスマホで入力

用意されたwebフォームにスマホを使い、ＱＲコード読み取りでアクセスし、項目に従い評価を1

社ごとに入力。司会からは「皆さんは審査員です」と伝え、辛辣でも正直な評価を入力。

４）ホンネで立食パーティ

終了後は、夕食を兼ねた立食パーティを実施。発表した企業の採用担当者と評価をした学

生たちが、忌憚のない意見交換を行った。立食パーティに入る前に、１）の講師より、事後セ

ミナーを30分実施し、採用担当者とどのような話をするかのワークを行った後、パーティに移った

のが功を奏し、大変活発な意見交換が行われた。

＜参考＞

12月9日は、NHK千葉放送局の取材が入り、当日夜のNHK首都圏ニュースで放送された。



実施の２日間の出席数は以下の通り

参加した学生の所属する教育機関は以下の通り

【大学】

敬愛大学 順天堂大学 城西国際大学 千葉経済大学 千葉大学 玉川大学 帝京大学

出席者数 8 出席者数 12

出席社数 8 出席社数 12

欠席者数 1 欠席者数 0

欠席社数 1 欠席社数 0

出席予定者数 17 出席予定者数 16

出席予定校数 6 出席予定校数 6

出席者数 15 出席者数 15

出席校数 6 出席校数 6

欠席者数 2 欠席者数 1

欠席校数 0 欠席校数 0

出席者数 6 出席者数 4

欠席者数 0 欠席者数 3

出席者数 2 出席者数 2

欠席者数 0 欠席者数 0

12月9日　見学者出欠数 12月16日　見学者出欠数

12月9日　発表企業出欠数 12月16日　発表企業出欠数

12月9日　学生出欠数 12月16日　学生出欠数

12月9日　発表企業の関係者数出欠数 12月16日　発表企業の関係者数出欠数



12月9日（土）

12月16日（土）

「企業の魅力発表会」実施後に、ジョブシャドウィングの実施をfacebook「チバQ」で、PR配信



アンケート結果

生徒・学生、企業とも役立ち度、有意義度合いは大変高い。生徒・学生の中小企業のイメージが変わったかの設

問では、90％の割合で「変わった」となった。

参加した企業の終了後アンケート　

12/9 12/16

1.大変良くできた 0% 0%

2.まあまあ良くできた 38% 27%

3.どちらでもない 13% 9%

4.あまり良くできなかった 38% 46%

5.まったく良くできなかった 13% 18%

12/9 12/16

1.大変良くできた 13% 0%

2.まあまあ良くできた 63% 91%

3.どちらでもない 13% 0%

4.あまり良くできなかった 13% 9%

5.まったく良くできなかった 10% 0%

問３．全体を通して、ご感想はいかがでしたでしょうか？

12/9 12/16

1.大変有意義だった 75% 64%

2.まあまあ有意義だった 25% 27%

3.どちらでもない 0% 9%

4.あまり有意義ではなかった 0% 0%

5.まったく有意義ではなかった 0% 0%

問２．交流会では学生と充分な意見交換はできましたでしょう

か？

問１．プレゼンテーションについてはいかがでしたか？ご自身の意

見として素直にお答えください。

参加した生徒・学生アンケート　事前セミナーについて

1.非常に役立った 72%

2.少し役立った 28%

3.どちらでもない 0%

4.あまり役立たなかった 0%

5.全く役立たなかった 0%

1.非常に役立つ 86%

2.少し役立つ 14%

3.どちらでもない 0%

4.あまり役立たない 0%

5.全く役立たない 0%

1.非常に役立つ 73%

2.少し役立つ 24%

3.どちらでもない 3%

4.あまり役立たない 0%

5.全く役立たない 0%

参加した生徒・学生アンケート　企業プレゼンについて

1.大変参考になった 67%

2.少し参考になった 23%

3.どちらでもない 10%

4.あまりならなかった 0%

5.全くならなかった 0%

1.大変変わった 33%

2.少し変わった 57%

3.どちらでもない 3%

4.あまり変わらなかった 7%

5.全く変わらなかった 0%

Q1.事前セミナー「安定した仕事に就く方法」は、今日の「企業

の魅力発表会」に役立ちましたか？

Q2.事前セミナーで紹介した「3C分析」は今後の就職活動の際

の企業選びに役立ちそうですか？

Q3.事前セミナーで紹介した「モチベーションリソース」は今後の

就職活動の際の希望条件整理に役立ちそうですか？

Q1.各社の企業プレゼンを聞いて、今後の就職活動に参考にな

りましたか？

Q2.各社の企業プレゼンを聞いて、中小企業のイメージが変わり

ましたか？



成果と課題
「企業の魅力発表会」では、リクルーター養成ゼミを受講した採用担当者が5分間の自社PRを行

い、そのプレゼンテーションが「評価」される場となった。学生から直接評価を受けることができたことは

大変意義が大きい。参加した学生も採用に関わりがないため、辛辣な評価とコメントを正直に残し

てもらったことで、採用担当者にとっては、非利用者アンケートを得ることができ、大変大きな収穫に

なったのではないだろうか。

今回の発表において生徒・学生の評価が高かった採用担当者の共通点は以下の3点である。

①5分の時間を守っている。

②学生に向かって話している。

③メッセージがシンプル。

プレゼンテーションの内容そのものではなく、基本的なプレゼンテーション技法をしっかり行うことが学

生の「心」を動かすことになる。まずはこの３点をしっかり行えば、「もっと聞いてみたい」「職場体験に

行こうか」「質問をしてみよう」となるわけで、これが採用力向上の第一歩である。つまり、5分の時間

を守り、学生に顔を向け、メッセージを送ることは、相当な準備が必要で、「何を伝えるか」よりも「何

を感じてもらうか」にどれだけ準備に時間を割き、作り込んだかにかかっている。

学生がスマホで入力したデータを分析結果報告書（全体版）にまとめているが、「中小企

業への印象が変わった」が9割と大きな成果として確認できる。一方で、「就職活動の

際に、応募をしたくなるかどうか」については、半数以下にとどまった。今回をきっ

かけにこういった評価を受けることで改善を図り、自社の魅力を継続して発信し続け

ていくことが不可欠である。

≪参考≫
学生向け広報チラシ



若手社員リーダー化プログラム



概要と特徴
若手社員リーダー化プログラムは、入社3年以下の若手社員を対象に、職場定着を促進するための講座で、

今年度新たに企画した。中小企業が抱える若手社員の職場定着化と、積極的に社内改善提案を行い、周

囲を巻き込んで実践できる“主体性”と“コミュニケーション力”を習得することを目的とした。全6回の講座で、リ

クルーター養成ゼミ同様に、採用と人材育成(職場活性化)をセットで実施する講座。PBL(Project Based 

Learning/課題解決型学習)とアクティブラーニングの考え方を導入し、実施した。尚、本プログラム全体のプ

ログラム立案と実施は、株式会社トリムタブの代表 岸守 明彦氏に依頼をした。

プログラムの特徴としては、以下の4点である。

①コミュニケーション技術を習得して、お互いの価値観や考え方の違いを共有し、会社を超えた“同期ネット

ワーク”の結束を図ることで、グループダイナミックスを活用して早期離職の防止と積極的に社内改善提案を行

う技術を習得する。

②顧客から見た会社全体の魅力と自分自身の役割を言語化し、業務改善に必要な基礎スキル(プランニン

グ技術やロジカルシンキング技術など)を習得することで、顧客志向の業務改善を積極的に行うことができるよ

うになる。

③アクティブラーニングの考え方を導入し、単なるOff-JTの技術習得でなく、社内に戻って、実践していくことで、

職場内で積極的にチャレンジする意欲を醸成する。

④自己評価と上司の評価のギャップを分析し、会社の期待に応えるための具体的な成長目標を作成できる

ようになる。

最終回では、参加者の上司に参加いただき、成果を発表するプレゼンテーションの実践の場を設けた。



各地域から通いやすい場所として、千葉クラス1会場で実施。千葉商工会議所の会議室を使用した。

実施内容
全6回を通した出席・欠席者数は下記表のとおり。辞退数が10名ほど出たが、全体での出席率は、

90％と欠席者は比較的少なく、受講者の意欲は非常に高かった。

参加者数　35名

第１回　7/27 第2回　8/18 第３回　9/27 第４回　10/25 第５回　11/22 第６回　12/19

出席予定者数 41 38 35 34 33 33

欠席者数 5 6 0 7 0 4

出席者数 36 32 35 27 33 29

出席予定社数 25 24 22 21 20 20

欠席社数 2 2 0 4 0 2

出席社数 23 22 22 17 20 18



アンケート結果
満足度 第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回 平均

１．大変満足 71.4% 71.0% 81.8% 72.0% 81.8% 75.9% 75.6%

２．少し満足 25.7% 29.0% 15.2% 24.0% 12.1% 24.1% 21.7%

３．どちらでもない 2.9% 0.0% 3.0% 4.0% 6.1% 0.0% 2.7%

４．少し不満 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

５．大いに不満 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

理解度 第３回

このセミナーの

意義

社会人基礎力

のワークを通し

て、自分の強

み・弱みが明

確になりました

か？

モチベーションリ

ソースのワーク

を通して、キャリ

アアンカーの重

要性が理解で

きましたか？

伝言ゲームの

ワークを通し

て、「確認」の

重要性が理解

できましたか？

３Ｃ分析の

ワークを通じ

て、どんな会社

にも魅力がある

ことが理解でき

ましたか？

「コンビニの新

商品を考える」

のワークを通し

て、改善アイデ

アの出し方を理

解できました

か？

「ペーパータ

ワーワーク」を

通して、評価

（ＣＨＥＣ

Ｋ）の重要性

を体感できまし

たか？

「ＳＴＥＰ５

対策計画を立

てる」を通して、

複数のアイデア

を出す重要性

が理解できまし

たか？

「レジリエンス

（逆境力）」

という考え方

は、理解できま

したか？

「プレゼンテー

ション技術」

は、今後の社

内での発表の

場面とかに活

用できそうです

か？

１．大変理解できた 51.4% 25.7% 72.7% 86.2% 50.0% 67.7% 68.0% 32.0% 54.5% 65.6% 57.4%

２．少し理解できた 48.6% 68.6% 21.2% 6.9% 46.4% 25.8% 28.0% 44.0% 33.3% 21.9% 34.5%

３．どちらでもない 0.0% 2.9% 3.0% 6.9% 0.0% 6.5% 4.0% 12.0% 9.1% 9.4% 5.4%

４．あまりわからなかった 0.0% 2.9% 3.0% 0.0% 3.6% 0.0% 0.0% 12.0% 0.0% 3.1% 2.5%

５．全くわからなかった 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 3.0% 0.0% 0.3%

第１回 第４回 第５回

平均

第２回

事前課題の職場で

の役立ち度
第２回 第３回 第４回 第５回 平均

１．大変役立つ 71.0% 79.4% 64.0% 87.9% 75.6%

２．少し役立つ 29.0% 17.6% 28.0% 12.1% 21.7%

３．どちらでもない 0.0% 2.9% 8.0% 0.0% 2.7%

４．あまり役立たない 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

５．全く役立たない 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%



アンケート結果

受講者アンケートコメント

非常に勉強になった研修でした。来年以降もぜひ開催していただきたいです。今回学んだようなことを教えら

れる人間を増やしたいです。

充実した６ヶ月でした。参加できて良かったです。

今まで様々な事を学ぶ事が出来、今後の成長へとつなげる事が出来ました。６ヵ月間、ありがとうございまし

た。

半強制での研修、６回でしたが、他の研修と違い、他を交流してでの研修のため、一回一回の研修が新鮮

でした。今後、社内で、学んだ考え方を活かせたらと思います。

半年間本当にありがとうございました。

今まで、ありがとうございました！！また機会がありましたら宜しくお願いいたします。

ありがとうございました。

半年間ありがとうございました。

ありがとうございました。感謝です。

半年間、ありがとうございました。半年間、講義をうけれて、本当に良ったです。

６ヶ月間楽しく研修に参加する事ができました。ありがとうございました。

６ヵ月間、ありがとうございました

半年間、本当にありがとうございました。またお会いしましょう！

おつかれ様です

自分は自分に甘いので、すぐに気持ちで負けてしまいます。強い精神力をつける（きたえる）ためのトレーニン

グが今回の研修内容になる（含まれる）と思いますが、何かメンタルを鍛えるコツありましたら、お教え願いた

いです。課題をちゃんとやらないにも関わらず、丁寧なご指導くださり、誠にありがとうございました。

半年間、本当に本当にありがとうございました。

６か月間本当にありがとうございました。自分にとってもプラスになる事ばかりでした。

スタッフの方はじめ参加されたメンバーの方達が皆良い人だったの最後まで楽しく参加できました。学んだことを

忘れないように頑張っていきます。ありがとうございました。

先生も面白く、間違いなく今まで受けた研修の中で有意義な時間でした。この研修で得たものをこれからも

継続していきたです。６ヵ月間ありがとうございました。

半年間楽しかったです。ありがとうございました。

６か月間、本当にお世話になりました。ありがとうございました。成長し続けることを誓います。

半年間お世話になりました！！

今回のけんしゅうは大変勉強になりました。リーダーとまではいかないが皆で一緒に改善していければと思いま

す。

研修の半分しか参加できず残念です。それでもたくさんの人に出会えたことには嬉しかったです。ありがとうござ

いました！！

成果発表会に参加した上司へのアンケート

上司の方の満足度としては、各項目とも概ね高く、満足度、社員の成長度合いともに高い評価を得られた。一方、

職場の雰囲気については、半数しか変わった実感値として感じておらず、参加した社員の今後の取り組みに期待したい

ところである。



成果と課題

全6回の若手社員リーダー化プログラムは、若手社員の職場定着への支援策の一つとして、入社3年以内の若手

社員を対象に実施した。７・５・３現象といわれるように入社3年以内の若手社員の早期離職は、多くの中小企

業にとって大きな損失であり、早急な対策が求められる。早期離職の理由は様々であるが、とりわけ同期の仲間が

少ない中小企業の若手社員は相場観が見出せず、結果的に早期に離職するケースが後を絶たない。離職による

損失は、採用面にも深く関わるだけでなく、中小企業全体の企業イメージの低下にも繋がっている。この若手社員

リーダー化プログラムでは、講座をとおして異業種間の交流も密に図られ、相場観を醸成し、広い視野で現在の職

場や今後のキャリアについて深く学ぶことができたのではないだろうか。

離職率中小企業では特にアンケートでもあるように参加者の満足度は非常に高く、講座を修了しプレゼンテーショ

ン発表したことで、上司の評価も概ね高く、一定の効果が得られたと考える。毎回の宿題を通して、上司とのコミュニ

ケーションも取りつつ、主体的に行動していく、アクティブラーニングの考え方を導入し、若手社員の成長を促進してき

たこの講座を通して、結果的に職場定着に繋がっていくものと確信している。

今回参加した若手社員には残念ながら辞退した方もいたが、参加企業自体が若手社員の育成に対し非常に積

極的なところばかりで、会社側の協力も得られやすかったように感じる。

大変多くの中小企業からの申し込みをいただき、毎回の講座は熱気に溢れての開催となった。企業ニーズは非常

に高く、リクルーター養成ゼミと併せ継続的に実施していくことが成果へと繋がると確信している。

受講者の上司へのアンケート



≪参考≫広報チラシ



人材採用・定着・育成セミナー



概要と特徴
リクルーター養成ゼミをはじめ本プロジェクトが実施するセミナーは、長期にわたるプログラムがメインであり、

PBL(Project Based Learning/課題解決型学習)とアクティブラーニングの考え方を導入し、毎回、事前

課題（宿題）の実施も行い、講座内外を問わず、知識習得よりも「行動変革（実践）」を重視するもので

ある。その分、参加するのにハードルが高く、興味はあるのだが全部参加するのは無理とあきらめてしまう企業が

多いのも事実である。今回、このような県内中小企業が参加しやすいように三つのテーマに分け、１ｄａｙの

セミナーを開催した。尚、本セミナー全体のプログラム立案と実施は、株式会社トリムタブの代表 岸守 明彦

氏に依頼をした。

各地域から通いやすい場所として、市原会場、柏会場、千葉会場を設置。会場は、サンプラザ市原（市原会

場）、柏商工会議所（柏会場）、千葉商工会議所（千葉会場）の各会議室を使用した。



実施内容

各会場の参加状況は以下のとおり。千葉会場での参加者が圧倒的に多く、一方で、市原会場は極端に

申し込み自体が少なかった。1会場2コースを設定し、それぞれ企業の担当者がコースを選べる方式をによる

ことで、参加しやすさに配慮した。

①採用力強化コース ②若手社員育成コース ③マネジメントコース ①採用力強化コース ②若手社員育成コース ③マネジメントコース

出席予定者数 8 6 10 16 32 28

欠席者数 1 2 1 1 4 6

出席者数 7 4 9 15 28 22

出席予定社数 7 4 9 14 26 25

欠席社数 1 2 1 1 3 5

出席社数 6 2 8 13 23 20

市原会場　1/25 柏会場　1/30 千葉会場　2/13



アンケート結果

各コースともに満足度としては、概ね高い結果となった。今回のセミナーに参加して、本講座（長期にわたり開催する

セミナー）に参加したいかの質問に対し、「ぜひ参加したい」「できれば参加したい」と回答した担当者が非常に多かった。

採用力強化コース

１．大変満足 62% １．ぜひ欲しい 62% １．ぜひ参加したい 19% １．大変参考になった 52% １．大変理解できた 86% １．すごく変わった 33% １．大変参考になった 38%

２．少し満足 19% ２．少し欲しい 10% ２．できれば参加したい 67% ２．少し参考になった 48% ２．少し理解できた 14% ２．変わった 62% ２．少し参考になった 52%

３．どちらでもない 10% ３．どちらでもない 29% ３．どちらでもない 14% ３．どちらでもない 0% ３．どちらでもない 0% ３．どちらでもない 5% ３．どちらでもない 10%

４．少し不満 10% ４．あまり欲しくない 0% ４．あまり参加したくない 0% ４．あまりならなかった 0% ４．あまりわからなかった 0% ４．あまり変わらなかった 0% ４．あまりならなかった 0%

５．大いに不満 0% ５．全く欲しくない 0% ５．全く参加したくない 0% ５．全くならなかった 0% ５．全くわからなかった 0% ５．全く変わらなかった 0% ５．全くならなかった 0%

若手社員育成コース

１．大変満足 55% １．ぜひ欲しい 50% １．ぜひ参加したい 21% １．大変参考になった 50% １．大変理解できた 71% １．大変理解できた 61%

２．少し満足 45% ２．少し欲しい 50% ２．できれば参加したい 65% ２．少し参考になった 47% ２．少し理解できた 29% ２．少し理解できた 39%

３．どちらでもない 0% ３．どちらでもない 0% ３．どちらでもない 12% ３．どちらでもない 3% ３．どちらでもない 0% ３．どちらでもない 0%

４．少し不満 0% ４．あまり欲しくない 0% ４．あまり参加したくない 3% ４．あまりならなかった 0% ４．あまりわからなかった 0% ４．あまりわからなかった 0%

５．大いに不満 0% ５．全く欲しくない 0% ５．全く参加したくない 0% ５．全くならなかった 0% ５．全くわからなかった 0% ５．全くわからなかった 0%

マネジメントコース

１．大変満足 87% １．ぜひ欲しい 76% １．ぜひ参加したい 43% １．大変参考になった 79% １．大変理解できた 66%

２．少し満足 13% ２．少し欲しい 21% ２．できれば参加したい 37% ２．少し参考になった 21% ２．少し理解できた 34%

３．どちらでもない 0% ３．どちらでもない 3% ３．どちらでもない 20% ３．どちらでもない 0% ３．どちらでもない 0%

４．少し不満 0% ４．あまり欲しくない 0% ４．あまり参加したくない 0% ４．あまりならなかった 0% ４．あまりわからなかった 0%

５．大いに不満 0% ５．全く欲しくない 0% ５．全く参加したくない 0% ５．全くならなかった 0% ５．全くわからなかった 0%

「採用投下資本」と「採用実

務力」に関する情報提供は参

考になりましたか?

今回のセミナー全体はいかがで

したか？

若手社員育成の方法に関し

て、本日のセミナーで提供した

情報以外に、もっと詳しい情報

が欲しくなりましたか?

今回のセミナーでご紹介した

「若手社員リーダー化プログラ

ム」を開催するとしたら、参加し

たいですか？

「最近の雇用環境の変化」や

「早期離職の原因」の解説を

聞いて、参考になりましたか？

ワーク「モチベーションリソース」

を実施して、モチベーション管

理の重要性を理解できました

か?

「価値マネジメント」と「３C分

析」の解説を聞いて、会社の

魅力を理解させる重要性を理

解できましたか?

今回のセミナー全体はいかがで

したか？

採用活動力強化の方法に関

して、本日のセミナーで提供し

た情報以外に、もっと詳しい情

報が欲しくなりましたか?

今回のセミナーでご紹介した「リ

クルーター養成講座」を開催す

るとしたら、参加したいですか？

「最近の雇用環境の変化」や

「企業力と採用力の違い」の

解説を聞いて、参考になりまし

たか？

ワーク「伝達ゲーム」を実施し

て、「何が伝わったか？」を重視

するメッセージ開発の必要性を

理解できましたか?

「採用プロセスコミュニケーショ

ン」の解説を聞いて、魅力発信

に関する考え方が変わりました

か?

今回のセミナー全体はいかがで

したか？

新しいマネジメント手法に関し

て、本日のセミナーで提供した

情報以外に、もっと詳しい情報

が欲しくなりましたか?

今回のセミナーでご紹介した

「次世代リーダー研修」を開催

するとしたら、参加したいです

か？

「最近のマネジメントの変遷」の

解説を聞いて、参考になりまし

たか？

ワーク「コンビニの新商品を考え

る」を実施して、メンバーのアイ

デアの引き出し方を理解できま

したか?



アンケート結果 ※抜粋

アンケートコメント

応募者数ありきの話であったが、その応募者を増やす話がもう少しあればと思う。

管理者、監督者、新人研修に役立てたい

GWも良かったがPPに有って聞けないことをもうっ少し聞きたかった

本日はありがとうございました。戦略の人事なれるようデータを集めます。

全般的にすごく参考になりました　伝えるではなく伝わるということが重要である事を改めて認識できました

ありがとうございます。

中小企業にとって重要な定着率の問題を解決していきたいと思います

ワークはやはり体にしみるので大きな学びになります　もう少し他社さんの具体的な事例やエピソードを聞け

たら嬉しかったです

新年度新入社員教育で活かしたい

新人研修管理者研修に役立てたい

今回少し人事よりの内容だったので参加した名目が少し遅かったが、今後とても参考になるような内容でと

ても良かったです

やはり一度では詳しい内容を理解することは難しいと思いましたが、岸守先生の分かりやすい説明で大変

勉強になりました

全てのプログラムに参加したい（本日2回目）

とても参考になりました

前回参加させていただいた採用力向上セミナーより、採用として活かせそう。

初めて参加させていただき、採用の観点が変わり、とても勉強になりました。他のセミナーにも参加してみた

かったです。ありがとうございました。

大変参考になるセミナーありがとうございます　午後もよろしくお願いします

再度の参加にも拘わらずご配慮ありがとうございます。ぜんかいと同じ内容でも改めて自分の中でしっくり

入ってきて＋αのイメージがわきました。

大変参加して良かった。わかりやすい研修でした。

聞いて終わりではなく定着まで支援するのは会社（身内）の責任だとあらためて感じました

とても勉強になりました　社内研修で活用させていただきたいです

世の不条理等意思決定の現実も教えてもらってありがたかったです

とてもわかりやすかったです!!

目に見えない報酬を重視したマネジメントが大事ということがわかりました。

詳しい中身をもう少し自分の中におとして、活用させて頂きます

非常に良い内容でしたが凝縮しすぎです

大変勉強にになりました　ありがとうございました

離職を防止し育成をはかるために社会情勢の変化を見据えながら手を変え品を変え新しい手法を取って

いくことが重要であると感じた

セミナー後参加者と意見交換をしたり、名刺交換をしたりする時間があればいいと思いました

もう少し年齢層が上のうるさ方に気付きを（自ら）得てもらえるようなセミナーがあると大変助かります

ありがとうございました！2回目に伺う内容でも改めて考えさせられる事がたくさんありました。



成果と課題

今回実施した「人材採用・定着・育成セミナー」は、①採用力強化コース、②若手社員育成コース、③マネジメン

トコースの三つのテーマで、それぞれ3時間の講座を企画した。県内中小企業の反応は総じて大きく、多くの企業か

らの申し込みがあった。これらのテーマに対し、各企業は非常に熱心で、リクルーター養成ゼミなどに参加したいという

声は、アンケートコメントにもあるように多く聞かれた。

しかしながら、本来であればPBL(Project Based Learning/課題解決型学習)とアクティブラーニングを取り入

れた、長期にわたる講座などを受講しなければ「行動変革（実践）」までたどり着くのは難しい。今回、エッセンスを

ギュッと詰め込んだ内容であり、その分、全てを理解するのは困難だったのではないだろうか。

それぞれのテーマに対して深く学び実践に繋げられるように、当プロジェクトとして支援していくことが重要であると思

われる。

≪参考≫広報チラシ



採用コンサルタント養成セミナー



概要と特徴
商工会議所・商工会等の職員等を対象に採用コンサルタントとして中小企業の経営指導に活用できる

「経営指導員向け採用コンサルタント養成セミナー」を開催した。当初は、商工会議所・商工会等の職員

等を採用コンサルタントとして養成し、本事業の自立化を目指して企画したものであるが、全6回にわたるリク

ルーター養成ゼミのすべてのノウハウを継承することは現実的に困難と考え、中小企業の経営指導に活用す

るための養成ゼミの主要コンテンツを１ｄａｙのプログラムに集約して実施した。なお、本ゼミ全体のプログラ

ム立案と実施は、株式会社トリムタブの代表 岸守 明彦氏に依頼をした。

日時：平成30年1月23日（火）

時間：10：00～16：00

場所：千葉商工会議所 14F 第2ホールABC

【セミナー概要】

受講者の方々が、最近の中小企業の採用・育成課題とその解決方法に関する考え方を理解することで、通
常業務の中で企業へのアドバイスを行う際に活用できる講座。

①最近の中小企業の採用・育成に関する課題と最新の解決手法のご紹介

②現在展開している「リクルーター養成ゼミ」、「若手社員リーダー化プログラム」など、採用と職場定着

＆人材育成を連動させた新しい職場活性化手法のご紹介

③アクティブラーニング・PBL(課題解決型学習)を模擬体験

④既存のセミナーや研修の効果を“見える化”して、健全なPDCAサイクルをまわす手法のご紹介

実施内容

セミナーの参加状況は以下のとおり。県内の商工会議所の

経営指導員の他に、金融機関からも参加した。



アンケート結果

セミナー全体の満足度としては、「大変満足」「少し満足」を合わせて92％と概ね高い結果となった。

１．大変満足 53.8% １．大変参考になった 38.5% １．大変理解できた 61.5% １．大変参考になった 53.8% １．大変理解できた 46.2%

２．少し満足 38.5% ２．少し参考になった 46.2% ２．少し理解できた 38.5% ２．少し参考になった 38.5% ２．少し理解できた 53.8%

３．どちらでもない 7.7% ３．どちらでもない 15.4% ３．どちらでもない 0.0% ３．どちらでもない 7.7% ３．どちらでもない 0.0%

４．少し不満 0.0% ４．あまりならなかった 0.0% ４．あまりわからなかった 0.0% ４．あまりならなかった 0.0% ４．あまりわからなかった 0.0%

５．大いに不満 0.0% ５．全くならなかった 0.0% ５．全くわからなかった 0.0% ５．全くならなかった 0.0% ５．全くわからなかった 0.0%

今回のセミナー全体はいかがで

したか？

「最近の雇用環境の変化」や「企

業力と採用力の違い」の解説を聞

いて、参考になりましたか？

ワーク「伝達ゲーム」を実施して、

「何が伝わったか？」を重視するメッ

セージ開発の必要性を理解できま

したか?

「主体性を強化するマネジメント手

法」の解説を聞いて、参考になりま

したか？

ワーク「ペーパータワーワーク」を実

施して、PDCAの重要性を理解で

きましたか?

１．有料であってもお勧めしたい会社がある 0.0% １．有料であってもお勧めしたい会社がある 0.0% １．有料であってもお勧めしたい会社がある 0.0%

２．無料であればお勧めしたい会社がある 76.9% ２．無料であればお勧めしたい会社がある 92.3% ２．無料であればお勧めしたい会社がある 76.9%

３．お勧めするのは難しい 15.4% ３．お勧めするのは難しい 0.0% ３．お勧めするのは難しい 15.4%

４．その他 7.7% ４．その他 7.7% ４．その他 7.7%

今回ご紹介した人事担当者向け研修『リクルーター

養成ゼミ』を実施した場合、中小企業にご案内したい

と思いますか?

今回ご紹介した若手社員向け研修『若手社員リー

ダー化プログラム』を実施した場合、中小企業にご案

内したいと思いますか?

今回ご紹介したリーダークラス向け研修『次世代リー

ダー研修(仮称)』を実施した場合、中小企業にご案

内したいと思いますか?

今回のセミナーに参加して、中小企業へ各セミナー（長期にわたり開催するセミナー）に案内したいかとの問いに対し

ては、無料であればお勧めしたい会社がある」との回答が70％を超えた。

成果と課題 ≪参考≫広報チラシ

今回のセミナーを開催し、アンケート結果にもあるよ

うに総じて満足度は高い結果を得ることができた。一

方で、プログラム内容がそのまま経営指導に活かせる

かは疑問の声も聞かれた。

採用力向上のためのノウハウをどのように活かせるか

は、コンテンツの内容だけではなく、対象者の選定も

含め検討の余地はありそうだ。



リクルーター養成ゼミ
ブラッシュアップ講座



概要と特徴
平成28年度のリクルーター養成ゼミを受講いただいた方を対象に「ブラッシュアップ講座」を開催した。養成ゼ

ミが終了して1年が経過したことで、これまで学んできたことの振り返りを行うとともに、今後の業務の中でどう活

用していけばいいか、企業間の情報共有も併せ、全体としてリクルーター養成ゼミのブラッシュアップを目的とし

たものである。

●『リクルーター養成ゼミ』ブラッシュアップ講座 ～社内での活用方法に関する情報交換会～

●日時：平成30年2月7日（水）9:30～16:30

●会場：千葉商工会議所 14F第2ホールABC

●プログラム概要

①『リクルーター養成ゼミ』の社内活用状況の情報交換

②最新の採用・育成関連への活用方法

③『レジリエンス（逆境力）』『自分史（ライフライン）』『リフレーミング』『企業力と採用力の違い』

実施内容
セミナーの参加状況は以下のとおり。昨年度ゼミに参加した企業の担当者が約60名であったが、結

果的に参加者は6名にとどまった。事前のアンケートでは、参加したいが日程が合わないという回答も多く

見られたため、開催時期の見直しが求められる。



アンケート結果

セミナー全体の満足度としては、概ね高い結果となったが、参加者が少なく他社との情報共有が思ったほどできなかっ

た点から「少し不満」の回答も見受けられた。コンテンツ別にみると、「厳しい職場環境でもしなやかに適用する精神力と

心理プロセス」として注目されている「レジリエンス(逆境力)」の解説について、理解度が最も低く、定着施策の手法とし

ての認知もまだこれからであろう。

１．大変満足 83.3% １．大変参考になった 66.7% １．大変理解できた 16.7% １．大変参考になった 33.3% １．大変理解できた 33.3%

２．少し満足 0.0% ２．少し参考になった 33.3% ２．少し理解できた 50.0% ２．少し参考になった 50.0% ２．少し理解できた 50.0%

３．どちらでもない 0.0% ３．どちらでもない 0.0% ３．どちらでもない 16.7% ３．どちらでもない 0.0% ３．どちらでもない 0.0%

４．少し不満 16.7% ４．あまりならなかった 0.0% ４．あまりわからなかった 0.0% ４．あまりならなかった 0.0% ４．あまりわからなかった 0.0%

５．大いに不満 0.0% ５．全くならなかった 0.0% ５．全くわからなかった 0.0% ５．全くならなかった 0.0% ５．全くわからなかった 0.0%

今回のセミナーはいかがでした

か？

ワーク「社内活用状況の共有」を

実施して、今後の社内活用の参

考になりましたか?

「レジリエンス(逆境力)の解説」

は、今後の定着施策の参考になり

ましたか？

ワーク「自分史(ライフライン)」は、

レジリエンス(逆境力)強化に役立

ちますか?

ワーク「リフレーミング」は、レジリエン

ス(逆境力)強化に役立ちますか?

１．大変役に立っている 35.0% １．非常に成長した 10.0% １．よく言われる 5.0%

2．少し役に立っている 55.0% 2．少し成長した 75.0% 2．時々言われる 10.0%

3．どちらでもない 5.0% 3．どちらでもない 10.0% 3．どちらでもない 40.0%

4．あまり役に立っていない 0.0% 4．あまり成長していない 5.0% 4．あまり言われない 5.0%

5．全く役に立っていない 5.0% 5．全く成長していない 0.0% 5．全く言われない 40.0%

昨年の『リクルーター養成ゼミ』は役に

立っていますか？

『リクルーター養成ゼミ』を受講して、ご自

身では受講前よりも成長した(変わった)

と思いますか?

『リクルーター養成ゼミ』を受講して、上

司や周囲の人から、受講前よりも成長

した(変わった)と言われますか?

「リクルーター養成ゼミ」受講後の状況について、事前アンケートを実施し、21社の企業から回答を得た結果が

以下のとおりである。



アンケート結果 ※抜粋

千葉県の若者を都内に逃がさない様　ご協力お願いします。

ブラッシュアップなど、研修後のフォローがあることがありがたいです。今後も研修後には同様のフォロー研修

も設けて欲しいです。

若手を中心に中途採用も含め積極的に採用をしているものの、離職率が以前に比べて上がっている。採

用条件は確認しているにも関わらずちょっとした認識の相違などで退職を希望するものが多い。本人次第

なのか、育成できていないのか、会社の対応に問題があるのか、原因がつかめない。このあたりどういう育

成をすればよいのか、会社がどういう対応をするとよいのかなどを具体的に（具体例や、成功している企業

の取り組みなど情報を得たい）学べるセミナーがあれば受講したいです。

・国や自治体の支援や補助金といったサービスの紹介や活用方法の紹介。 ・また、参加企業による、うち

はこういった方法で採用や育成を工夫している といった発表会、意見交換会。 ・学校のキャリアセンター、

就職担当の方を集めた場での企業のプレゼン会 ・就活学生の声、本音といった情報 この辺りがあるとい

いなーと思います。

他社の中小企業における、採用・育成支援の成功事例・取り組みについてもっと知りたい。 管理職クラス

のマネジメント力を強化したい。

弊社では定着率がなかなか改善できず、苦労して採用した人も退職し、また採用に苦戦する悪循環に

なっており、まずは定着率を上げるための社内改革をすべく動いておりますので、様子をみながらまた講座

等に参加させていただきたく存じます。

離職率が高いと言われる建設か業界ですが、誰もが転職・離職したいわけではありません。歴史、技術

力、安定よりもまず、10年後も20年後もずっとずっと働きつづけたい会社をPRし、リクルート活動が成功で

きています。これからも一つの視点に限らず、多方面から採用･育成活動を行って参ります。一昨年は大

変お世話になりました。

地元限定の就職イベントや、中小企業、業種限定などのイベントがあれば参加したいです。

来年度も採用に関して厳しい状況が続くと思いますが、弊社としては、おかげ様で社員の人数は増えてお

ります。（中途社員の入社ですが）講習が生かされていると思います。

より多くの、教育機関や求職者との出会い、採用担当同士の学びの場があると、とても心強いです。 人

がいないと社の活性化に繋がらず、これからも毎年不安の為。

今後も、定期的に学生や学校との面談や繋がりが持てる機会を設けて頂けると助かります。

自社のような中小企業の場合、大学に訪問希望を出しても、直接受け付けて頂けない事も多く、PRを

行う機会も少ないためです。

来年度の中小企業の採用・育成支援に関してご意見やご要望について



成果と課題

事前アンケートとして養成ゼミ受講後の社内活用状況など実態調査を行った結果、21社から以下の回答を得た。

養成ゼミで使用した各種シートの中では、「会社の魅力分析シート」「採用フロー分析シート」を自社で活用してい

る回答が多かった。また、ワークコンテンツでは、「伝達ゲーム」など新人研修に活用しているケースも多かった。

また、次年度以降の研修としてニーズが最も高い講座は、管理職＆管理職候補を対象としたマネジメント研修、

次いで若手社員リーダー化プログラムであり、人材採用の支援プログラムを更に拡充させ、広く展開していくことが求

められている。

１．「求める人物像」設定シート 2 １．自己紹介ゲーム(ニックネーム決め) 6 １．リクルーター養成ゼミ 4 １．有料でも利用したい 1

２．「求める人物像」設定シート

　　　　(ストーリー版)
2 ２．伝達ゲーム 8

２．若手社員リーダー化講座

　　　(入社3年未満を目安とした対象)
10 ２．無料なら是非利用したい 6

３．会社の魅力分析シート 7 ３．モチベーションリソース 7
３．主体性を強化するマネジメントプログ

ラム(管理職＆管理職候補を対象)
15 ３．案内が来れば検討する 10

４．採用フロー分析シート 6
４．コンビニの新サービスを考える

　　　　(100本ノック)
6 ４．特に送り出したい研修はない 4 ４．特に必要はない 3

５．早期離職者コスト試算シート 2
５．3C分析

　　　(マクドナルドとマスバーガーの比較)
3

６．プレゼン骨子シート 5 ６．ペーパータワーワーク 5

７．特になし 10
７．優秀なプレゼンテーションを聞く

　　　　(スティーブ・ジョブズ)
4

８．インタビューゲーム(ヘルピング面接) 4

９．模擬面接(コンピテンシー面接) 3

１０．特になし 5

昨年の『リクルーター養成ゼミ』でご紹介した各種

シートの中で、自社で加工して活用しているシー

トを選択してください。

昨年の『リクルーター養成ゼミ』で実施したワークコ

ンテンツの中で、社内研修などに加工して活用し

ているコンテンツを選択してください。

来年度も『リクルーター養成ゼミ』に加えて、下記

のような研修の導入を検討しています。会社とし

て送り出したい研修を選択してください。

『リクルーター養成ゼミ』と連動した個別コンサル

ティングや出前研修(新人&リーダー向け)が導入

された場合、利用したいですか？

今回、6社の企業しか集まらなかった要因として、開催時期の問題だけでなく、養成ゼミで学んだ成果を自社内で

活かす機会が持てなかった、あるいは活かすことができなかった担当者へのフォローアップが不十分であったことも考え

られる。養成ゼミを終えた企業のその後のサポートが必要であると考えられ、課題として今後検討する必要がある。



facebookによる魅力発信強化



概要と特徴
若者の情報収集として広く浸透している、SNS（ソーシャル・ネットワーク・サービス）の一つ、facebookを活用し、中小

企業の魅力発信を実施した。

またこのfacebook活用の役割の一つに、学生に対するメッセージ開発の練習の場とし、リクルーター養成ゼミを受講してい

る採用担当者が、習得した考え方をもとに、自社PRのメッセージを作り、facebookに記事として投稿し、即座に若者から

の反応を見るという検証も兼ねている。その際は、採用担当者が当プロジェクトで用意した「記事作成のマニュアル」をみて、

記事と写真を用意し、必ず当プロジェクトの中小企業人材採用サポートグループが添削とチェックを行い、その後facebook

ホームページ「チバQ」に投稿・掲載する工程にした。

マニュアル
マニュアル

マニュアル

①マニュアルを読む ②記事作成と写真を作成 ③メールで送信 ④当プロジェクトで添削 ⑤「チバQ」にアップ

facebook「チバQ」のサイト

記事を作成する際、生徒・学生の情報

収集の特性とfacebook上の画面特

性を考慮し、

１：投稿する５つのテーマを設定

２：テーマごとに写真を撮影

３：174文字以内で記事作成

により、記事を作成する。

※詳細は「記事の作り方」を参照



記事配信

facebookは記事を有料広告としてターゲット設定したfacebook登録者に送信することができる。受け取った登録者

は自分のページ内に記事として自動的に入ってくる。その広告を読み、記事内容が面白い、と思えば「いいね！」を押す。

その後は、「いいね！」を押した登録者には、「チバQ」で投稿した記事は自動的に登録者のページに掲示される。この

SNSの特性を利用して、千葉県在住及び出身の生徒・学生に、県内中小企業の魅力を日常的に目に触れるようにし、

「発見できる」ようにし、「興味を示す」ようにすることが最大の目的である。

当プロジェクトでは、6月～翌1月に記事の有料広告配信を行いファンを増やしていく試みを実施した。

◆配信ターゲット

・地域: 千葉県（出身および在住と個人情報を登録している人）

・年齢: 17歳～23歳

・次の条件に一致する人: 学歴: 高校生または大学生・専門学校生

◆配信時期

・6月～翌1月

◆配信結果

学生に向けた記事投稿を毎月定期的に行い、その記事に対して、①広告記事配信、②イベント広告記事、③ページ

広告の三つの有料広告配信を配信ターゲットに向けて発信した。

facebookの広告効果としては、「いいね！」獲得数と「リーチ数」の二つの指標がある。「リーチ数」は、ページのコンテン

ツを見たユーザー数であり、その記事を見てファンになった方は「いいね！」を押す。Facebookでは、いかに「いいね！」を

伸ばすのか、「リーチ」を伸ばすのかで広告展開が変わってくる。

実施内容

記事投稿 広告配信記事 イベント広告記事 ページ広告 いいね数 新規いいね数 リーチ数

5月 - - - - 133 - -

6月 4 1 2 172 39 1,584

7月 3 2 2 226 54 3,081

8月 3 2 2 283 57 3,284

9月 1 1 2 345 62 1,034

10月 2 2 2 409 64 1,029

11月 1 1 2 1 431 22 4,607

12月 2 2 2 1 436 5 11,294

1月 14 1 2 464 28 3,314



成果と課題
facebook「チバQ」による情報発信を実施し、今年度は6月から継続的に広告配信を行ったことで、facebook

広告効果として「いいね！」獲得数と「リーチ数」の二つの指標を伸ばすことができた。特に、「いいね！」数は464人

を獲得し、学生のファンを大幅に増やすことに成功したといえる。

一方で、課題としては、

①「いいね！」を押した学生の中で外国人の数が多かったこと、男性比率が高く、女子学生の「いいね！」を増やす

ことができなかったこと。

②企業の魅力発表会で発表した企業のうち、13社の企業の魅力発信を記事として投稿したが、企業実習への

参加を呼び掛ける情報発信がメインであり、本来の企業情報発信については1件に留まったことは課題である。

③何よりも、「いいね！」「リーチ」数を伸ばしたにもかかわらず、それがどう成果として結びついているのか実感値とし

て感じることができなかった。発信するだけではなく、その反応を刈り取る仕組みがなければ、その効果を本質的

に検証することは困難である。facebook「チバＱ」を効果的に運用していくための大きな課題として、見直しが

必要ではないかと考える。

投稿記事≪参考≫



合同就職面談会



概要と特徴
当プロジェクトでは、県内中企業と教育機関の就職担当者（教諭・職員・進路指導担当者）との出会いの場とし

て、「合同就職面談会」を実施した。

実施に際しては、大学・専修学校向け、高等学校向けと２つの学種別で開催。地域の状況を考慮し、大学・専

修学校向けは習志野、高等学校向けは習志野および木更津の会場で、合計4回開催した。

形式は、教育機関の就職担当者側がブースに座り、県内中小企業が訪問するという形式をとった。

求人
企業

教育
機関

生徒
学生

提供する出会いの場

合同就職面談会

採用担当者 教諭・職員・進路指導担当者

説明・マッチング

保護者

合同就職面談会で配布する企業情報シートは、参加企業が事前に入力しメールにて送信いただいた。入力す

る項目は、ソフト情報を中心にシートの項目を構成した。それによって、教育機関担当者が生徒・学生（またはその

先の保護者）に、「当事者（生徒・学生）の気持ちを伴って」つなぐ役割を担うことを意図した。

教育機関シートは、教育機関が事前に入力し、メールにてに送信いただいた。入力する項目は、次の2点を考慮

し作成した。①教育機関側の担当者の「考え方」を、表せる項目。②「●●大学は、こんなだろう」というイメージ・情

報を覆す項目。それによって、教育機関の担当者と会話をしやすくし、新たなマッチングの可能性を試みた。

企業向けシート 大学・専修学校向けシート 高等学校向けシート



第１回 大学・専修学校向け 習志野会場 7月19日(水) 14：30～17：00 モリシアホール

第２回 大学・専修学校向け 習志野会場 9月26日(火) 14：30～17：00 モリシアホール

出席予定者数 22 出席予定者数 86 出席予定者数 25 出席予定者数 101

出席予定校数 18 出席予定社数 57 出席予定校数 18 出席予定社数 65

出席者数 23 出席者数 71 出席者数 21 出席者数 79

出席校数 18 出席社数 52 出席校数 17 出席社数 56

欠席者数 0 欠席者数 15 欠席者数 4 欠席者数 22

欠席校数 0 欠席社数 5 欠席校数 1 欠席社数 9

出席率（校） 100% 出席率（社） 91% 出席率（校） 94% 出席率（社） 86%

出席予定者数 10 出席予定者数 39 出席予定者数 12 出席予定者数 62

出席予定校数 10 出席予定社数 26 出席予定校数 12 出席予定社数 41

出席者数 10 出席者数 40 出席者数 11 出席者数 58

出席校数 10 出席社数 26 出席校数 11 出席社数 40

欠席者数 0 欠席者数 0 欠席者数 1 欠席者数 4

欠席校数 0 欠席社数 0 欠席校数 1 欠席社数 1

出席率（校） 100% 出席率（社） 100% 出席率（校） 92% 出席率（社） 98%

　第１回　高等学校向け 　第２回　高等学校向け

10月4日（水）　木更津会場　木更津市民会館 11月14日（火）　習志野会場　モリシアホール

教育機関 企業 教育機関 企業

　第１回　大学・専修学校向け

7月19日（水）　習志野会場　モリシアホール

教育機関 企業

　第２回　大学・専修学校向け

9月26日（火）　習志野会場　モリシアホール

教育機関 企業

第１回 高等学校向け 木更津会場 10月4日(火) 14：00～16：00 木更津市民会館

第２回 高等学校向け 習志野会場 11月14日(火) 14：30～16：30 モリシアホール

実施内容



アンケート結果

総じて有意義な企画となった。今後の実施希望率は企業は全体平均で9割を超えている

と

て

も

有

意

義

だ

っ

た

ま

あ

有

意

義

だ

っ

た

ど

ち

ら

で

も

な

い

そ

れ

ほ

ど

有

意

義

で

も

な

か

っ

た

全

く

有

意

義

で

は

な

か

っ

た

と

て

も

有

意

義

だ

っ

た

ま

あ

有

意

義

だ

っ

た

ど

ち

ら

で

も

な

い

そ

れ

ほ

ど

有

意

義

で

も

な

か

っ

た

全

く

有

意

義

で

は

な

か

っ

た

第１回　習志野会場　7/19 46.7% 53.3% 0.0% 0.0% 0.0% 36.6% 56.1% 4.9% 2.4% 0.0%

第２回　習志野会場　9/26 53.8% 46.2% 0.0% 0.0% 0.0% 47.5% 47.5% 2.5% 2.5% 0.0%

平均 50.3% 49.8% 0.0% 0.0% 0.0% 42.1% 51.8% 3.7% 2.5% 0.0%

第１回　木更津会場　10/4 42.9% 42.9% 0.0% 14.2% 0.0% 55.6% 38.9% 0.0% 5.5% 0.0%

第２回　習志野会場　11/14 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 43.4% 50.0% 3.3% 3.3% 0.0%

平均 46.5% 46.5% 0.0% 7.1% 0.0% 49.5% 44.5% 1.7% 4.4% 0.0%

48.4% 48.1% 0.0% 3.6% 0.0% 45.8% 48.1% 2.7% 3.4% 0.0%

大

学

・

専

修

学

校

向

け

高

等

学

校

向

け

平均

有意義な情報交換を行うことはできましたか？

教育機関 企業

は

い

い

い

え

ど

ち

ら

で

も

な

い

は

い

い

い

え

ど

ち

ら

で

も

な

い

第１回　習志野会場　7/19 100.0% 0.0% 0.0% 92.7% 4.9% 2.4%

第２回　習志野会場　9/26 92.3% 0.0% 7.7% 97.5% 0.0% 2.5%

平均 96.2% 0.0% 3.9% 95.1% 2.5% 2.5%

第１回　木更津会場　10/4 85.7% 0.0% 14.3% 100.0% 0.0% 0.0%

第２回　習志野会場　11/14 100.0% 0.0% 0.0% 83.4% 3.3% 13.3%

平均 92.9% 0.0% 7.2% 91.7% 1.7% 6.7%

94.5% 0.0% 5.5% 93.4% 2.1% 4.6%

大

学

・

専

修

学

校

向

け

高

等

学

校

向

け

平均

今後もこのような企画を希望しますか？

教育機関 企業



アンケート結果
参加教育機関アンケートコメント

短
い

時
間

で
多

く
の

団
体

・
企

業
様

と
情

報
交

換
が

で
き

た

多
く
の

企
業

様
と
直

接
お

話
し

さ
せ

て
い

た
だ

き
、
企

業
様

の
仕

事
に

対
す

る
お

考
え

や
卒

業
生

を
受

け
入

れ
た

時
の

お
考

え

を
、
お

伺
い

す
る

こ
と
が

で
き

ま
し

た
。

常
日

頃
な

か
な

か
お

会
い

で
き

な
い

企
業

様
と
の

交
流

が
で

き
ま

し
た

。

結
果

は
こ
れ

か
ら
で

す
が

、
就

職
支

援
の

一
助

と
し

て
学

生
に

還
元

で
き

る
。

企
業

の
求

め
る

人
材

を
直

接
担

当
者

か
ら
聞

け
た

こ
と
は

大
い

に
役

に
立

っ
た

。
そ

の
こ
と
は

、
就

職
指

導
の

み
な

ら
ず

訓
練

指

導
に

も
活

用
で

き
る

。

い
ろ

い
ろ

な
多

く
の

企
業

と
情

報
交

換
が

で
き

た
た

め
。

外
国

人
採

用
希

望
の

企
業

様
が

あ
っ
た

こ
と
は

有
意

義
な

の
で

、
今

後
は

そ
う
い

う
企

業
様

が
増

え
て

ほ
し

い
と
考

え
て

お
り
ま

す 当
校

の
学

生
は

留
学

生
が

大
多

数
を

占
め

て
い

る
た

め
、
就

業
先

に
制

限
が

あ
り
ま

す
。
今

回
の

面
談

会
に

参
加

さ
れ

て
い

た

企
業

は
業

務
内

容
か

ら
見

て
、
当

校
の

留
学

生
の

就
業

先
と
し

て
合

致
し

な
い

と
こ
ろ

が
多

か
っ
た

で
す

。

業
界

も
本

学
の

学
生

が
希

望
す

る
よ

う
な

と
こ
ろ

が
多

か
っ
た

。

今
ま

で
面

談
の

機
会

が
な

く
、
情

報
を

得
て

い
な

か
っ
た

企
業

と
情

報
交

換
を

行
う
こ
と
が

で
き

ま
し

た
。

今
ま

で
接

点
の

な
か

っ
た

企
業

を
知

れ
た

こ
と
は

、
将

来
に

つ
な

が
る

。

多
く
の

企
業

様
と
関

係
を

築
く
こ
と
が

で
き

た
た

め
。
特

に
千

葉
県

内
の

化
学

系
や

素
材

を
扱

う
企

業
様

と
の

交
流

は
非

常
に

有
意

義
な

時
間

と
な

り
ま

し
た

。

今
後

就
職

に
繋

が
る

可
能

性
の

あ
る

企
業

が
あ

っ
た

た
く
さ
ん

の
企

業
人

事
担

当
者

と
意

見
交

換
が

で
き

た
。

気
に

な
る

企
業

と
出

会
え

た

今
ま

で
ご

縁
の

な
か

っ
た

企
業

と
関

わ
り
を

持
つ

良
い

機
会

と
な

り
ま

し
た

早
速

、
学

内
企

業
説

明
会

に
参

加
し

て
下

さ
る

企
業

が
１

社
あ

り
ま

し
た

。

短
時

間
で

は
あ

り
ま

し
た

が
、
思

っ
て

い
た

以
上

に
多

く
の

企
業

と
情

報
交

換
が

出
来

た
か

ら
で

す
。

他
業

種
の

企
業

の
皆

様
と
直

接
お

会
い

で
き

て
、
企

業
の

皆
様

の
求

め
て

い
る

人
材

に
つ

い
て

、
お

話
し

を
頂

け
ま

し
た

。
あ

わ

せ
て

、
今

年
度

の
採

用
状

況
お

よ
び

来
年

度
の

採
用

予
定

状
況

も
把

握
す

る
こ
と
が

出
来

ま
し

た
。

当
校

は
留

学
生

が
多

い
の

で
す

が
、
留

学
生

の
採

用
を

積
極

的
に

考
え

て
い

る
企

業
様

と
面

談
す

る
こ
と
が

で
き

ま
し

た
。

特
定

業
種

だ
け

で
な

く
、
幅

広
い

県
内

企
業

様
と
情

報
交

換
の

場
が

も
て

た
こ
と
。

配
布

さ
れ

た
企

業
情

報
シ

ー
ト

に
、
資

本
金

・
従

業
員

数
・
売

上
高

な
ど
と
い

っ
た

客
観

的
な

情
報

が
ほ

し
い

。
今

回
同

様
の

他
企

画
で

は
、
そ

う
い

っ
た

数
字

が
必

ず
入

っ
て

い
る

。

多
く
の

企
業

様
と
名

刺
交

換
さ
せ

て
い

た
だ

く
機

会
を

あ
り
が

と
う
ご

ざ
い

ま
し

た
。
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

年
に

４
回

ほ
ど
あ

る
と
、
な

お
、
嬉

し
い

で
す

。

昨
年

度
、
行

わ
れ

ま
し

た
成

田
地

区
方

面
の

企
業

面
談

会
の

実
施

検
討

を
お

願
い

し
ま

す
。

留
学

生
の

採
用

を
考

え
て

い
る

企
業

様
の

み
の

面
談

会
を

行
っ
て

ほ
し

い
で

す
。

大
変

貴
重

な
場

所
を

ご
提

供
い

た
だ

き
、
感

謝
申

し
上

げ
ま

す
。

昨
年

度
は

、
こ
の

会
を

き
っ
か

け
に

就
職

し
た

学
生

が
い

ま
す

。
あ

り
が

と
う
ご

ざ
い

ま
し

た
。
農

業
、
食

品
な

ど
の

関
係

が
数

多
く

あ
っ
た

ら
幸

い
で

す
。
こ
ち

ら
か

ら
、
情

報
交

換
を

お
願

い
し

た
い

企
業

も
あ

り
ま

し
た

が
来

て
頂

け
ず

、
か

な
い

ま
せ

ん
で

し
た

。

部
屋

の
広

さ
や

人
数

も
適

当
て

あ
っ
た

と
思

い
ま

す
。

広
す

ぎ
た

り
多

す
ぎ

る
と
、
十

分
に

話
が

で
き

な
い

し
、
情

報
交

換
し

よ
う
と
す

る
学

校
関

係
も

絞
ら
れ

て
し

ま
い

が
ち

に
な

る

以
前

も
参

加
さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

し
た

が
、
積

極
的

に
留

学
生

を
採

用
し

て
い

る
企

業
だ

け
の

面
談

会
を

今
後

も
複

数
回

開
催

し
て

頂
き

た
い

で
す

。

本
学

で
は

医
療

事
務

の
授

業
が

開
設

さ
れ

て
い

る
の

で
、
医

療
系

の
求

人
が

あ
る

と
よ

い
で

す
。

高
等

学
校

ア
ン

ケ
ー

ト
コ

メ
ン

ト
大

学
・専

修
学

校
ア

ン
ケ

ー
ト

コ
メ

ン
ト



アンケート結果
企業アンケートコメント（抜粋）

普
段

接
点

の
な

い
学

校
と
も

面
談

が
で

き
、
情

報
を

共
有

で
き

ま
し

た
。

事
前

に
訪

問
を

考
え

て
い

た
教

育
機

関
様

の
ブ

ー
ス

は
全

て
訪

問
し

、
情

報
交

換
を

行
う
こ
と
が

で
き

た
た

め
。

今
回

、
初

め
て

の
参

加
で

し
た

。
色

々
な

教
育

機
関

の
担

当
者

と
お

話
が

で
き

、
今

後
の

採
用

活
動

に
と
て

も
期

待
で

き
る

内
容

で
し

た
。
有

難
う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

新
卒

採
用

ノ
ウ

ハ
ウ

が
未

熟
な

当
社

に
と
っ
て

キ
ャ
リ
ア

セ
ン

タ
の

方
か

ら
貴

重
な

お
話

を
伺

う
こ
と
が

で
き

ま
し

た
。

既
存

ス
タ
ッ
フ
の

活
躍

振
り
を

お
伝

え
す

る
こ
と
が

出
来

た
こ
と
が

良
か

っ
た

で
す

。

就
職

ご
担

当
者

さ
ま

と
の

つ
な

が
り
を

作
れ

る
点

や
、
自

社
の

求
人

内
容

を
ご

覧
に

な
ら
れ

た
際

の
生

の
声

が
聞

け
る

こ
と
で

、
自

社
求

人

の
良

い
部

分
・
悪

い
部

分
そ

れ
ぞ

れ
が

わ
か

り
や

す
か

っ
た

点
な

ど
か

ら

１
度

に
多

く
の

学
校

へ
ご

挨
拶

が
出

来
る

の
で

有
り
難

い
で

す
。
時

間
内

に
主

要
の

学
校

は
回

る
こ
と
が

で
き

ま
し

た
。
ま

た
、
終

了
時

間

前
の

ア
ナ

ウ
ン

ス
は

助
か

り
ま

し
た

。

効
率

良
く
複

数
の

学
校

担
当

者
の

方
と
コ
ミ
ニ

ュ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
取

れ
る

今
後

の
学

内
セ

ミ
ナ

ー
開

催
を

知
る

こ
と
が

出
来

ま
し

た
。

既
に

キ
ャ
リ
ア

セ
ン

タ
ー

の
方

た
ち

に
は

当
社

を
理

解
し

て
い

た
だ

い
て

い
る

。
そ

の
中

で
学

生
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

方
法

が
課

題
だ

と
認

識
し

た

各
種

学
校

と
の

お
引

き
合

わ
せ

を
い

た
だ

き
、
非

常
に

あ
り
が

た
か

っ
た

で
す

。

採
用

に
結

び
つ

く
手

ご
た

え
が

な
い

と
感

じ
ま

し
た

。
学

生
の

面
接

に
結

び
つ

く
よ

う
き

っ
か

け
も

掴
め

ず
、
会

社
の

紹
介

に
終

始
し

ま
し

た
。

初
対

面
の

方
と
名

刺
交

換
で

き
ま

し
た

の
で

、
今

年
度

だ
け

で
な

く
、
来

年
度

以
降

に
繋

が
る

と
思

い
ま

す
。

当
方

は
介

護
･
福

祉
分

野
で

の
法

人
と
し

て
参

加
で

し
た

。
同

分
野

に
学

生
さ
ん

を
輩

出
す

る
学

校
も

多
く
お

ら
れ

ま
し

た
。
求

人
票

の

や
り
と
り
の

み
で

な
い

交
流

が
出

来
た

こ
と
に

感
謝

し
ま

す
。

わ
ず

か
な

時
間

で
も

一
度

に
多

数
の

学
校

と
コ
ン

タ
ク
ト

を
と
れ

る
の

は
あ

り
が

た
い

直
接

、
教

育
機

関
の

担
当

者
と
話

が
で

き
る

の
で

今
後

の
活

動
に

と
て

も
役

に
た

ち
ま

す
。

企
業

の
数

が
多

く
、
急

い
で

P
R
し

て
当

社
の

募
集

職
種

に
該

当
す

る
よ

う
な

人
材

が
居

た
ら
紹

介
を

お
願

い
し

ま
す

と
い

う
こ
と
に

と
ど
ま

っ

て
し

ま
い

ま
し

た
。

説
明

会
に

参
加

し
て

く
れ

る
学

生
の

学
校

や
O

B
・
O

G
の

学
校

以
外

の
学

校
と
知

り
合

い
、
話

を
す

る
こ
と
が

で
き

た
た

め
。

早
速

希
望

者
の

紹
介

を
頂

き
会

社
説

明
会

に
参

加
頂

く
事

に
成

り
ま

し
た

。

就
職

担
当

者
の

方
々

の
お

話
を

聞
く
と
、
内

定
率

が
８

割
と
い

う
報

道
に

比
べ

、
ま

だ
活

動
中

の
学

生
は

い
る

と
い

う
話

が
あ

り
、
本

会
の

開
催

は
あ

り
が

た
い

で
す

。

求
職

者
の

情
報

交
換

や
現

状
の

確
認

が
で

き
、
来

年
以

降
の

対
応

の
参

考
に

な
り
ま

し
た

。

こ
の

時
期

で
も

予
想

以
上

に
未

内
定

の
学

生
が

い
る

こ
と
が

分
か

り
、
学

校
と
の

情
報

共
有

や
弊

社
の

ア
ピ

ー
ル

が
十

分
で

き
ま

し
た

。
混

雑
し

て
い

る
時

は
席

を
早

め
に

譲
る

よ
う
に

と
開

始
前

に
説

明
を

し
て

頂
い

た
の

で
、
各

社
５

分
く
ら
い

で
席

を
譲

ら
れ

て
い

ま
し

た
。

大
卒

、
専

門
卒

の
就

職
市

場
を

把
握

で
き

た
為

。

弊
社

の
求

人
内

容
が

教
育

機
関

側
と
は

合
致

し
な

か
っ
た

が
そ

れ
が

分
か

っ
て

良
か

っ
た

。

次
は

学
生

と
の

接
点

の
場

を
企

画
し

て
い

た
だ

け
る

と
非

常
に

助
か

り
ま

す
。

初
め

て
参

加
し

た
の

で
す

が
、
資

料
を

用
意

し
会

社
の

P
R
を

し
て

き
ま

し
た

。
他

の
皆

さ
ん

が
ど
の

よ
う
な

情
報

交
換

を
し

て
い

る
か

ま
で

は

伺
え

な
か

っ
た

の
で

、
是

非
今

後
の

参
考

に
し

た
い

と
こ
ろ

で
す

。
各

大
学

の
就

職
課

の
先

生
と
名

刺
交

換
し

、
今

ま
で

募
集

要
項

を
送

る
だ

け
だ

っ
た

の
で

す
が

、
少

し
お

近
づ

き
に

な
れ

た
の

で
良

か
っ
た

で
す

。
ま

た
、
例

年
参

加
さ
れ

て
い

る
企

業
様

が
実

際
に

採
用

に
繋

が
っ
た

数
な

ど
が

分
か

れ
ば

参
考

に
な

り
ま

す
。
良

い
機

会
だ

っ
た

の
で

ま
た

参
加

し
よ

う
と
思

っ
て

い
ま

す
。
あ

り
が

と
う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

こ
ん

な
時

代
な

が
ら
、
ま

だ
内

定
が

無
い

学
生

が
た

く
さ
ん

い
ら
っ
し

ゃ
る

学
校

も
あ

る
、
と
い

う
実

態
を

知
る

良
い

機
会

で
ご

ざ
い

ま
し

た
。

私
ど
も

は
製

造
業

で
す

が
、
建

築
関

係
や

全
く
関

係
の

な
い

学
部

等
の

情
報

を
得

る
こ
と
が

で
き

ま
し

た
。
こ
う
い

う
機

会
を

増
や

し
て

頂
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

新
卒

だ
け

で
は

な
く
中

途
採

用
（

中
高

年
）

の
面

接
会

を
開

催
し

て
ほ

し
い

と
思

い
ま

す
。

こ
の

よ
う
な

機
会

は
滅

多
に

な
く
、
県

や
県

の
委

託
事

業
と
し

て
行

っ
て

い
た

だ
け

る
の

は
、
中

小
企

業
と
し

て
大

変
有

難
い

で
す

。

昨
年

度
か

ら
継

続
し

て
実

施
し

て
い

た
だ

い
て

い
る

イ
ベ

ン
ト

で
す

の
で

、
こ
れ

か
ら
も

、
何

年
も

継
続

し
て

い
っ
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

こ
の

度
は

、
各

教
育

機
関

様
と
の

情
報

交
換

の
機

会
を

頂
き

、
誠

に
、
あ

り
が

と
う
ご

ざ
い

ま
し

た
。
当

日
は

、
技

術
系

学
科

を
有

す
る

学

校
を

中
心

に
情

報
交

換
を

行
う
こ
と
が

で
き

ま
し

た
。

千
葉

テ
レ

ビ
で

も
取

り
上

げ
て

下
さ
り
、
あ

り
が

と
う
ご

ざ
い

ま
し

た
！

今
ま

で
に

訪
問

し
た

こ
と
の

な
い

高
校

様
と
の

面
談

の
機

会
が

多
く
あ

っ
た

こ
と
。

現
状

の
就

職
状

況
が

確
認

で
き

、
未

内
定

の
生

徒
が

多
い

学
校

も
見

ら
れ

た
。

成
田

か
ら
は

な
か

な
か

足
を

延
ば

せ
な

い
学

校
も

多
く
参

加
し

て
お

り
、
一

度
で

複
数

校
挨

拶
で

き
、
有

意
義

な
情

報
交

換

が
で

き
ま

し
た

。

初
対

面
の

先
生

と
の

面
談

が
出

来
、
会

社
情

報
を

伝
え

ら
れ

た
。

面
談

し
た

い
学

校
の

ご
担

当
者

様
へ

自
社

Ｐ
Ｒ

が
で

き
た

事

地
元

企
業

学
生

と
の

マ
ッ
チ

ン
グ

性
が

低
か

っ
た

で
す

９
つ

の
教

育
機

関
の

ご
担

当
者

様
と
面

談
が

出
来

、
情

報
交

換
が

多
く
で

き
た

。

進
路

指
導

部
さ
ん

と
の

コ
ン

タ
ク
ト

が
取

れ
、
今

後
の

訪
問

活
動

に
つ

な
が

る
。

初
め

て
お

会
い

す
る

学
校

様
も

多
く
、
非

常
に

有
意

義
で

し
た

。

複
数

の
高

校
就

職
担

当
の

方
と
同

時
に

御
挨

拶
が

出
来

ま
し

た
。

自
社

で
は

、
高

校
の

学
校

訪
問

は
行

っ
た

事
が

無
く
、
貴

重
な

体
験

と
な

っ
た

た
め

。
ま

た
、
親

身
に

話
を

聞
い

て
下

さ
る

担

当
者

が
多

く
、
良

か
っ
た

で
す

。

全
て

の
学

校
へ

挨
拶

は
出

来
な

か
っ
た

が
、
通

常
で

あ
れ

ば
1
日

に
3
校

程
度

し
か

訪
問

で
き

な
い

が
そ

れ
以

上
の

訪
問

が
出

来
た

の
で

良
か

っ
た

。

今
ま

で
に

ご
縁

の
な

い
高

校
様

と
の

出
会

い
、
面

談
の

機
会

を
設

け
て

頂
き

お
礼

申
し

上
げ

ま
す

。

今
回

の
合

同
説

明
会

は
、
教

育
機

関
と
企

業
と
の

バ
ラ
ン

ス
が

良
か

っ
た

と
感

じ
ま

し
た

。
ス

ム
ー

ズ
に

希
望

校
へ

の
移

動
が

出

来
ま

し
た

。
あ

り
が

と
う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

高
校

生
は

地
元

で
の

就
職

希
望

が
強

い
よ

う
に

感
じ

て
い

ま
す

。
是

非
成

田
方

面
で

も
開

催
し

て
頂

け
ま

す
よ

う
お

願
い

申

し
上

げ
ま

す
。

最
近

ポ
ロ

ポ
ロ

千
葉

テ
レ

ビ
見

ま
し

た
よ

!と
お

声
が

け
く
だ

さ
る

先
生

も
い

て
、
よ

り
交

流
が

深
ま

っ
て

お
り
ま

す
。
い

つ
も

有
難

う

ご
ざ

い
ま

す
。

欲
を

言
え

ば
、
千

葉
市

や
四

街
道

市
で

開
催

を
し

て
い

た
だ

け
る

と
嬉

し
い

で
す

。

事
前

資
料

か
ら
来

訪
先

の
学

校
が

明
確

だ
っ
た

た
め

。

当
社

の
業

種
を

志
望

し
て

い
る

学
生

が
多

い
学

校
が

あ
り
、
名

刺
交

換
で

き
た

こ
と
。

高
等

学
校

の
求

職
状

況
等

も
う
か

が
う
こ
と
が

で
き

た
。
採

用
に

結
び

付
く
と
な

お
良

い
か

と
存

じ
ま

す
。

今
ま

で
に

関
わ

る
こ
と
の

な
か

っ
た

教
育

機
関

に
弊

社
を

知
っ
て

い
た

だ
け

た
た

め

採
用

活
動

で
お

世
話

に
な

っ
て

い
る

学
校

様
と
の

交
流

の
ほ

か
、
地

域
を

超
え

た
ご

挨
拶

で
き

た
こ
と
が

良
か

っ
た

。
高

等
技

術
専

門
校

様
と
の

接
点

は
今

後
に

活
き

る
と
思

い
ま

す
。

こ
う
し

た
機

会
は

、
教

育
機

関
と
企

業
と
を

結
ぶ

絶
好

の
機

会
と
思

い
ま

す
。

直
接

教
育

機
関

と
話

を
す

る
こ
と
で

、
相

互
に

求
め

る
事

項
、
現

況
等

に
つ

い
て

細
か

く
確

認
す

る
こ
と
が

で
き

た
。

面
談

し
た

い
と
考

え
て

い
た

学
校

様
と
は

全
て

面
談

す
る

こ
と
が

で
き

、
そ

の
点

で
は

有
意

義
で

あ
っ
た

が
、
1
1
月

中
旬

と
い

う
こ

と
も

あ
り
、
ど
の

学
校

も
、
大

多
数

の
生

徒
の

進
路

は
決

ま
っ
た

後
で

あ
り
、
イ

ン
タ
ー

ン
シ

ッ
プ

実
施

の
有

無
の

確
認

や
、
来

年

度
の

話
が

中
心

で
あ

っ
た

た
め

、
1
0
0
点

で
は

な
か

っ
た

。

高
校

の
先

生
と
直

接
会

え
る

の
は

貴
重

で
す

。
高

校
生

本
人

と
会

え
る

機
会

が
あ

る
と
さ
ら
に

あ
り
が

た
い

で
す

。

今
回

も
状

況
見

て
ご

配
慮

下
さ
り
、
安

心
し

て
面

談
で

き
ま

し
た

。
い

つ
も

、
誠

に
感

謝
い

た
し

ま
す

。

東
葛

飾
地

域
の

参
加

高
校

の
集

ま
り
が

あ
る

と
助

か
り
ま

す
。

今
後

も
、
千

葉
県

内
広

範
囲

に
お

い
て

求
人

を
し

て
い

く
考

え
で

お
り
ま

す
。
ぜ

ひ
ま

た
次

の
機

会
も

参
加

さ
せ

て
い

た
だ

き
た

く
、
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

初
め

て
の

参
加

で
し

た
が

、
じ

っ
く
り
と
採

用
担

当
の

方
と
お

話
で

き
て

と
て

も
有

意
義

な
時

間
で

し
た

。
今

回
の

よ
う
な

採
用

担

当
の

方
と
会

話
で

き
る

機
会

が
あ

り
ま

す
と
、
今

年
度

の
採

用
状

況
や

傾
向

を
知

る
こ
と
が

で
き

、
今

後
の

採
用

活
動

の
参

考

に
な

り
ま

す
。

高
等

学
校

向
け

企
業

ア
ン

ケ
ー

ト
コ

メ
ン

ト
大

学
・専

修
学

校
向

け
企

業
ア

ン
ケ

ー
ト

コ
メ

ン
ト



成果と課題

合同就職面談会は、参加した企業と教育機関から予想を上回る高評価であった。特に売り手市場の加速に

伴い、企業側のニーズが大変大きく、昨年を上回る数の企業からの申し込みがあった。一方で、教育機関側につ

いては、生徒・学生の内定率の上昇により、それほど切迫した状況ではないためか、企業側との温度差を感じた。

いずれにしても、このような企業側と教育機関側の出会いの場の提供は、双方の架け橋として大きく機能するも

のと思われる。

課題であったのは、売り手市場の近年では、内定率の上昇が毎年、早くなっており、開催時期を早期に行うこと

など検討の余地はありそうだ。しかしながら、県内中小企業に目を向ける生徒・学生は、早期の段階で果たしてど

のくらいいるかは懸念されるところであり、変化の激しい近年の就職状況の動きを常にウォッチし、状況に合わせて

開催する必要があり、今後の課題としたい。

7月19日のモリシアホールで開催した合同面談会では、千葉テレビ

放送の取材が入り、「ウィークリー千葉県」の番組で特集として取り

上げていただき、「人材の確保に向けて～中小企業の取り組み～」

として放送された。

□社長講話の実施

高校生の就職は、進路指導教諭の指導に左右される要素が大きいとされている。県内中小企業の自社の魅
力を進路指導教諭に理解していただくことで、生徒の就職に繋げていくよう支援するため、平成29年度千葉県高
等学校教育研究会進路指導部会（千高校進）理事会において、中小企業2社による社長講話を実施した。
「社長の企業経営に対する想い」「自社の取り組みやPR」等について熱く語り、高等学校校長、教諭との議論も

交わされるなど大変有意義な時間となった。

日 時 ： 9月20日（水） 13:00～14:00
場 所 ： 千葉県立千葉工業高等学校 2F 会議室

以下の2社の社長に講話を依頼した。
・株式会社ＢＡＮ－ＺＩ 代表取締役 宮原 万治 様
・千葉オイレッシュ株式会社 代表取締役 野村 進一 様



≪参考≫参加教育機関一覧

第１回　大学・専修学校向け 第２回　大学・専修学校向け 第１回　高等学校向け 第２回　高等学校向け

7月19日（水）　習志野会場　モリシアホール 9月26日（火）　習志野会場　モリシアホール 10月4日（水）　木更津会場　木更津市民会館 11月14日（火）　習志野会場　モリシアホール

1 千葉商科大学 千葉経済大学/千葉経済大学短期大学部 木更津総合高等学校 千葉県立生浜高等学校

2 千葉経済大学/千葉経済大学短期大学部 青山学院大学 県立袖ヶ浦高等学校 千葉県立鎌ヶ谷西高等学校

3 成田国際福祉専門学校 イーストウエスト外国語専門学校 県立上総高等学校 千葉県立大網高等学校

4 敬愛大学 城西国際大学 県立安房拓心高等学校 あずさ第一高等学校

5 千葉日建工科専門学校 東京情報大学 県立君津青葉高等学校 船橋市立船橋高等学校

6 神田外語大学 学校法人秋葉学園　成田国際福祉専門学校 県立市原緑高等学校 千葉県立船橋豊富高等学校

7 川村学園女子大学 中央学院大学 県立千葉工業高等学校 千葉県立我孫子高等技術専門校

8 イーストウエスト外国語専門学校 敬愛大学 県立鶴舞桜が丘高等学校 千葉県立八千代西高等学校

9 江戸川大学 二松学舎大学 あずさ第一高等学校 千葉県立犢橋高等学校

10 千葉県立農業大学校 上野法科ビジネス専門学校 千葉県立八街高等学校 千葉県立船橋北高等学校

11
千葉職業能力開発短期大学校（ポリテクカレッジ千

葉）
国立大学法人千葉大学 千葉県立船橋高等技術専門校

12
千葉職業能力開発短期大学校（ポリテクカレッジ成

田）
千葉県立我孫子高等技術専門校

13 千葉県立東金高等技術専門校 第一工業大学　東京上野キャンパス

14 千葉県立我孫子高等技術専門校 神田外語大学

15 中央学院大学 千葉日建工科専門学校

16 第一工業大学 千葉工業大学

17 植草学園大学 聖徳大学／聖徳大学短期大学部

18 上野法科ビジネス専門学校



≪参考≫広報チラシ
大学・専修学校向け

企業用

大学・専修学校用



≪参考≫広報チラシ
高等学校向け

企業用

高等学校用



採用力特別向上セミナー



概要と特徴
当プロジェクトの最後に、より専門性の高いセミナーを行うことで、より一層の採用力向上を目指そうと企画。著述

家であり評論家としてもメディア等多方面でご活躍され、多数の著書も発表されているコンサルタントである千葉商

科大学 国際教養学部 専任講師 常見陽平氏に依頼した。売り手市場が加速し、採用氷河期に突入した今

を中小企業はどう乗り越えるのかを提言する講演を行うとともに、リクルーター養成ゼミの修了生から採用における

様々な手法を広く伝え、中小企業が行うべき各論を提供できるようにパネルディスカッションも開催することとした。さ

らに、より踏み込んだ実践的なディスカッションを行うケースディスカッション“採用活動白熱教室”の三部制での実施

を企画した。

開催日 平成30年2月23日（金）
場 所 三井ガーデンホテル千葉 平安南
時 間 13:15 受付開始

13:30 開演
第１部 基調講演
第２部 パネルディスカッション
第３部 ケースディスカッション“採用活動白熱教室”

16:30 終了
定 員 100名

千葉商科大学 国際教養学部 専任講師 常見陽平氏プロフィール

北海道札幌市出身。1997年一橋大学商学部 卒業。リクルート、バンダイ、クオリティ・オブ・ライフを経て独立。フリーランスで執筆、講
演活動を続けつつ、一橋大学大学院社会学研究科修士課程を修了（社会学修士）。2015年4月より千葉商科大学国際教養
学部専任講師。若年層の雇用、学校から職業への移行などを研究。『「就活」と日本社会』（NHK出版）『なぜ、あの中小企業ばか
りに優秀な人材が集まるのか』（日刊工業新聞社）『僕たちはガンダムのジムである』（日本経済新聞出版社）『「働き方改革」の不
都合な真実』（共著 イースト・プレス）『なぜ、残業はなくならないのか』（祥伝社）など著書多数。

広報用チラシ



実施内容

第一部 基調講演

出席予定者数 67

出席予定社数 60

出席者数 52

出席社数 48

欠席者数 15

欠席社数 12

出席企業・人数

第二部 パネルディスカッション

第三部 ケースディスカッション



アンケート結果

■今回のセミナーに関して、ご意見ご感想をお書き下さい。

最後の締めまでも素晴らしく、とても参考になりました

本日はありがとうございました。

参考になるキーワードが沢山ありました　本日はありがとうございました

採用プロセスでの気付きがあり、今後に役立つ事例が多くありました　新しい知識はどんどん吸収した

方がいいです　改めて感じました

学生がどのような考え方で就職活動をしているか、会社選びをしているかを知るヒントをいただいたよ

うに感じます。本日はありがとうございました。

本日は参加させていただきありがとうございます。パネルディスカッションの各社姿勢に勉強させられる

改めて採用の仕事の大事さに気づきました。今後の仕事に活かしたいと思います。

今後の採用に役立てます。

とても勉強になりました。

村上社長のお話がとても良かったです。参加させて頂きありがとうございました。

BtoCではなくBtoB、特定の取引先で成り立っていて学生に認知度の低い中小企業をモデルケー

スにして欲しかった

素晴らしい内容でした

本人の参加企業創業年数を加味したパネラーの選出がよろしいかと思いました　新設の企業への

応募はあると思います　中小企業で20～30年の会社は難しいです

まだ新卒採用始め数年の企業の生の声が聞け大変参考になりました。

大変勉強になりました。また別のセミナーにも参加してみようと思います。ありがとうございました。

1．とても有意義だった 63.0% 1．大変役立ちそうだった 63.0%

2．どちらかというと有意義だった 34.8% 2．どちらかというと役立ちそうだった 32.6%

3．どちらでもない 2.2% 3．どちらでもない 2.2%

4．どちらかというと有意義ではなかった 0.0% 4．どちらかというと役立ちそうではなかった 2.2%

5．全く有意義ではなかった 0.0% 5．全く役立ちそうではなかった 0.0%

1．大変役立ちそうだった 43.5% 1．大変役立ちそうだった 32.6%

2．どちらかというと役立ちそうだった 34.8% 2．どちらかというと役立ちそうだった 34.8%

3．どちらでもない 15.2% 3．どちらでもない 15.2%

4．どちらかというと役立ちそうではなかった 4.3% 4．どちらかというと役立ちそうではなかった 2.2%

5．全く役立ちそうではなかった 0.0% 5．全く役立ちそうではなかった 0.0%

Ｑ３．第二部のパネルディスカッション「県内中小企業の取り組み

から学ぶ」の講演はいかがでしたか？

Ｑ１．当セミナーにご参加されての感想はいかがでしたか？
Ｑ２．第一部の基調講演「採用氷河期に立ち向かうために企業が今

すべきこと」はいかがでしたか？

Ｑ４．第三部のケースディスカッション「採用活動白熱教室」の講演は

いかがでしたか？



ジョブシャドウィング



生徒や学生がインターンシップに参加し、企業で充分な体験を重ね、魅力や素晴らしさを自らの体験を通して習

得し、職業選択に対して影響を及ぼすには2週間から1か月の実習期間が必要である。しかし中小企業にとって、

インターンシップを行い、新卒者に対して様々な情報を提供することは大きな負担となる。そのためインターンシップの

実施に踏み出せなかったり、プログラム企画に充分な内容が盛り込まれていない、というのが現状である。それ故、一

部の企業では「1日型（ワンディ）インターンシップ」が行われているが、教育機関の就職支援者側からは「参加す

る意味がない、職業を理解するに至らない」と批判が出てしまっている。その解決策として、当プロジェクトでは、「ジョ

ブシャドウィング」という手法を提案し、県内中小企業に普及させたいと考えた。

※ジョブシャドウィングとは

ジョブシャドウィングは、半日～1日間、「働いている人（ジョブ）」に就職予定の生徒・学生が「影（シャドウ）」のように付き添い、仕事の

内容や職場の様子などを逐一観察する職業体験の手法。インターンシップとの違いは、長期間仕事を体験させるのではなく、短期間に働いてい

る人をひたすら「観察」し、リアリティを伴ってその職業を実感させることにある。ひたすら目まぐるしい日常業務を観察させることがポイントである。

＊全米では職業体験学習方法として1997年に全米ジョブシャドウ連盟が設立され、現在では毎年2月2日を「グラウンドホッグディ」とし、一斉

に実施されている。

当プロジェクトでは、リクルーター養成ゼミ→企業の魅力発表会→ジョブシャドウィングとつなげ、単体での実施では

なく、一連の流れ（①「伝えられる」ようにする②「発見できる」ようにする③「興味を示す」ようにする）での成果とし

て実施した。ジョブシャドウィングの中にも３つのパートがあり、今後の県内中小企業での自立実施を目的としてジョ

ブシャドウィング全体を立案した。

種類 期間 実施内容

ジョブシャドウィング 半日～1日間
「働いている人（ジョブ）」に「影（シャドウ）」のように付き添い、
仕事の内容や職場の様子などを逐一観察する

職業体験会 半日～1日間 会社の様々な仕事を順番に見ていく

インターンシップ ３日程度から１か月間 仕事を実際にやってみる（体験する）

概要と特徴

ジョブシャドウィング

１：ガイドブックの作成
企業用／生徒・学生用を作成し、
実施の仕方などを解説

２：ジョブシャドウィング事前研修会実施
作成した生徒・学生用のガイドブック
を使用し、外部講師による参加予
定の生徒・学生に講座を実施

３：ジョブシャドウィングの実施
導入企業への個別指導、参加する
生徒と学生への損害保険の加入等
きめ細かくフォロー実施



□ジョブシャドウィングの実施

～参加募集方法～

12月に実施した「企業の魅力発表会」において、生徒・学生からジョブシャドウィングの参加を募った。なお、企業

のジョブシャドウィング実施日等のスケジュールに関しては、学生の都合を企業側があわせる形式にした。結果として、

以下のような実施予定社数、参加予定数となった。

◆リクルーター養成ゼミ参加企業数：32社

◆企業の魅力発表会参加企業数：20社

◆ジョブシャドウィング実施企業数： 4社

◆ジョブシャドウィング参加学生数： 5名

参加募集の流れ

①リクルーター養成ゼミの講座でジョブシャドウィング

を説明。企業側に導入を要請した。

②企業の魅力発表会での発表を聞いたのち、学生

側は、評価シートの設問のうち、Q７で発表企業

のジョブシャドウィング参加希望の有無をスマホで入

力。後日、参加希望を確認する形式をとった。

プレゼン企業コード ←　企業のコードをここに記入

記入者コード ←　あなたのコードをここに記入

Ｑ１．プレゼンを聞いて、もっと詳しい話を聞いてみたいと思いましたか?　その理由もご記入ください。

１．非常に思った ２．少し思った ３．どちらでもない ４．あまり思わなかった ５．全く思わなかった

Ｑ２．プレゼンを聞いて、印象に残った言葉を、できるだけ多く箇条書きで書いてください

Ｑ３．ご自身が応募したいかどうかは別として、「会社に応募してほしい」という熱意は伝わりましたか?　その理由もご記入ください

１．大変伝わった ２．少し伝わった ３．普通 ４．あまり伝わらなかった ５．全く伝わらなかった

Ｑ４．ご自身の希望する会社(仕事）がどうかは別として、「発表した担当者のような人と一緒に働きたい」と思いましたか?　その理由もご記入ください。

１．非常に思った ２．少し思った ３．どちらでもない ４．あまり思わなかった ５．全く思わなかった

Ｑ5．ご自身の希望する会社(仕事）がどうかは別として、その会社での「仕事のやりがい・おもしろさ」を具体的に感じることができましたか?　その理由をお聞かせください。

１．とても感じた ２．まあまあ感じた ３．あまり感じなかった ４．全く感じなかった

Ｑ6．実際に就職活動が開始された時に、応募してみたいと思いましたか?　その理由をお聞かせください。

１．是非応募したい ２．前向きに検討したい ３．応募するかどうかわからない ４．応募したくない

Ｑ7．この企業が、企業実習（1日職業体験もしくはインターンシップ）を実施すると告知した場合、参加したいですか？

１．はい。参加を検討したい　→後日、メールで詳細をご連絡致します。 ２．いいえ

Q8.　（企業実習の告知がなかった場合であっても）今後のためにあなたの連絡先をお伝えしていいですか?

１．はい。連絡をとってみたい　 ２．いいえ

『企業の魅力発表会』評価シート

　　　→後日企業の担当者から、メールでインターンシップや就活時の会社説明会等の案内が届きます。

名前・連絡
先等を記入

企業
コード

コ
ー
ド
を
記
入

記入者コード

Ｑ7．この企業が、企業実習
（1日職業体験もしくはインター
ンシップ）を実施すると告知した
場合、参加したいですか？

評価シート

企業側への説明スライド

実施内容



□ジョブシャドウィング事前研修会

12月の「企業の魅力発表会」に参加し、ジョブシャドウィングを希望した生徒・学生に、2月16日（金）ジョブ

シャドウィング事前研修会を実施。「自分にあった企業の探し方」をテーマに、ジョブシャドウィングの目的・企業分析・

働くうえでの自分の価値観・アクティブリスニング（積極的傾聴）等、グループワークを含め研修を行った。

本日のセミナーはいかがでしたか? ジョブシャドウィングに当日、前向きに取り組みたいと思いましたか？

大変満足 83.3% 大変そう思う 100.0%

少し満足 0.0% 少しそう思う 0.0%

どちらでもない 16.7% どちらでもない 0.0%

少し不満 0.0% あまり思わない 0.0%

非常に不満 0.0% 全く思わない 0.0%

アンケートコメント

質問等を全く考えていなかったのですが、こんな質問をしてみたいと思うものが見つかり、前向きに取り組みたいと思いました。

積極的に質問することは企業様にとっても良いことだと考え方がが変わった

事前準備と振りを大切にしたい

学校では教えてくれないような企業の選び方がわかかった

全てにおいて大変勉強になった。明日選考会があるので、実際に使いたいと思った。

成果と課題
ジョブシャドウィングという手法を用い、学生にとって実際の現場を間近に観察することで「仕事のリアル」を感じ取る

職業体験の場を提供した。今回実施に至った企業はマッチングの結果、４社にとどまったが、複数の企業への参加

希望もあり、最終的には7件のジョブシャドウイングを実施した。参加した学生はリアリティを感じると仕事に対して予

想以上の気づきを獲得できたことは、今後の職業選択においては大きな一歩となることであろう。

会社説明会形式になりがちな短期インターンシップ、1日インターンシップとは違い、短期間で効果的なジョブシャ

ドウィングは、実施企業側の負担も少なく、そういった意味でも企業側のメリットも大きい。今後広く中小企業に導

入していただき、中小企業の魅力を知らない学生にも、このジョブシャドウイングの参加を強く望みたい。

≪参考≫ジョブシャドウィング実施企業一覧



県内中小企業と大学
の橋渡し支援



概要と特徴
当プロジェクトの終盤において、県内大学と県内中小企業の橋渡し支援を実施した。2月に入り、新卒採用

（現4年生向け）がほぼ終了し、来年度の新卒採用（現3年生向け）に移っている時期である。しかしながら

企業側では、①急な内定辞退 ②現場から新卒採用の追加要請 ③新卒採用の未充足 等の理由により、

卒業間際の4年生を採用するニーズが発生している。一方の学生側では、売り手市場とはいえ何らかの事情によ

る進路未決定者が存在している。

そのような背景から、当プロジェクトが「橋渡し」として、企業側と学生側の2月ニーズに対応できる足掛かりを提

供した。「橋渡し支援」の具体的な実施内容は以下のとおりである。

① 現4年生（平成30年3月卒）への求人企業一覧の作成

② 現3年生（平成31年3月卒）への学内合同企業説明会に参加希望企業一覧の作成

③ ２つの企業一覧を県内大学へメール配信

プロジェクト登録企業にメールにて広報を行い、webフォーム入力により希望を募ったところ、

①現4年生（平成30年3月卒）への求人企業 ・・・ 23社

②現3年生（平成31年3月卒）への学内合同企業説明会に参加希望企業 ・・・ 31社

という結果であった。

2月28日に、２つのリストを県内大学に配信した。

② 現3年生（平成31年3月

卒）への学内合同企業説明会に

参加希望企業一覧の作成

① 現4年生（平成30年3月卒）

への求人企業一覧の作成

実施内容



インターンシップ受け入れ



概要と実施内容
当プロジェクトにおいて、採用力向上の要素として生徒・学生の生の声を拾うことも重要である。プロジェクト

内でジョブシャドウィングを推進する立場からも、千葉県商工会議所連合会として企業実習を取り入れ、学

生の声、考え方を取り入れるために県内大学に呼びかけ、インターンシップ生を受け入れることにした。

参加インターンシップ生 ：敬愛大学 経済学部 3年生 1名

期 間 ：8月28日～9月8日

業務ミッション ：①明日教育㈱の会社案内を作成②リクルーター養成ゼミの補助③事務作業

作成した会社案内

プロジェクト登録企業の一つである、明日教育株式

会社様にご協力を依頼し、趣旨に快諾を頂いた。

今回のインターンシップ受け入れでは、学生が中小企業の会社案内を作成することで、中小企業の魅力の発見を学

生目線で行うことが可能であり、それを中小企業にフィードバックすることでメッセージ開発につながる実験的な役割を

実施することができた。

企業訪問を体験する 養成ゼミの受付・見学を体験する会社案内の作成を体験する



一般社団法人 千葉県商工会議所連合会
中小企業人材採用サポートグループ
千葉県千葉市中央区中央3丁目3番9号

ＭＦ9ビル4階407号室


